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｜
｜
饗
宴
（
。
。
弓
宮
古
目
）

l
l

東

光

寛

英

（→ 

原
始
枇
舎
に
於
け
る
饗
宴
と
し
て
供
犠
饗
宴
（
置
の
ユ

ma包
砂
防
mご
と
一
宮
ふ
も
の
が
あ
る
。
供
犠
と
は
英
語
の
（
印
刷
呂
町
出

8
）
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
（
司
－

g
g門官。ロ
ω
E
F）
に
よ
れ
ば
、
「
と
む
英
語
は
ギ
w
y
シ
ヤ
語

hass
－R
Z
で
あ
hν

、
ラ
テ
ン
語
の

Emmn注
目
立
ロ

B
Z

で
あ
る
」
宮

n
H
R
g
g
p
m
B
E
m問
。
ロ
三
官
旨
5
9
S
U串
U
F
m
n
F
3・匂－
N
区
。
と
の

E
叫師、き『
ma
－
－
は
形
容
調
2

日
告
さ
志
円
＝
（

E
0・

H由
民
の
吉
を
か
ら
由
来
し
、
い
よ
さ
き
立
て
・
は
形
容
詞
土
町
向

B
n
・－（

g
q
a－
v
a
S
に
遡
り
得
る
。
叉
ラ
テ
ン
語
の

E
B
R
B
O
E
B
Z

は
形
容
詞

2
8
3
5
2田
＝
の
中
性
名
詞
化
で
あ
っ
て
、

E由
民
江
民
自
由
＝
は
動
詞

z
g
n門
戸
内
向
。
。
＝
か
ら
由
来
し
、

Z
S
2山

崎

HOO
－喝

を
語
原
分
析
す
れ
ば
、

t
g
n
o円
ePEo
－
－
で
あ
る
。
形
容
詞

E
E
S
H
3
と
は
「
紳
聖
な
る
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
動
詞

z
F
O日0
．．
 

＝
習
の
門
出
向
。
。
句
、
と
は
「
神
聖
に
鴛
す
」
郎
ち
聖
化
（
由

R
Eロ
Nm仲間

gh
の
S凹

00・

部
ち

aREnos－
－
と
は
「
震
す
」
の
意
味
で
あ
り
、

2
5
5
の
意
味
で

b
d恥
そ
れ
故
に
供
犠
の
語
原
的
意
味
は
「
他
の
種
々
の
物
憶
の
拍
車
化
」
で
あ
る
。
然
る
に
棋
犠
は
か
L
る
聖
化
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
特
に
債
値
あ
る
も
の
の
車
内
拾
〈

H
g
O
R
O
B
Eご
を
前
提
と
し
て
ゐ
て
、
そ
の
菩
拾
に
と
も
た
つ
て
犠
牲
官
邸
ロ
ユ
・
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怖
の
＠
）
や
供
物
（
。

Fw円
宮
ぬ
）
が
聖
佑
さ
れ
る
の
で
、

こ
れ
を
供
犠
（
露
。
門
戸
内
｛

gd
と
云
ふ
の
で
あ
る
（
宇
野
関
室
、
宗
室
、
二
九
塁
。

即
ち
供
犠
は
紳
の
祭
壇
へ
の
献
物
で
あ
る
。
従
っ
て
供
犠
饗
宴
は
宗
教
的
饗
宴
で
あ
り
、
宗
教
的
行
事
で
あ
る
。
乙
の
饗
宴
は
原
始
祉
舎

に
共
通
た
特
徴
で
あ
っ
て
、
就
中
古
代
セ
ム
系
民
族
に
は
明
か
な
特
徴
で
あ
る
。

と
の
供
犠
の
材
料
と
た
っ
て
ゐ
る
も
む
ほ
何
で
あ
る

か
。
ス
ミ
ス
は
供
犠
左
大
別
し
て
、
動
物
的
奉
献
物
（
釦
昆
自
己

o
g巳
問
。
ロ
〉
と
植
物
的
奉
献
物
（

g円
。
色
。
zmw件目。ロ）
1
衣
服
、
武
具
、

（註
3
）

費
物
の
奉
献
物
と
は
直
則
さ
れ
て

l
と
に
分
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
か
L
る
有
血
の
献
物
と
無
血
の
献
物
の
直
別
を
、
レ
ピ
記
に
よ
る
直
別
に

そ
の
原
理
を
求
め
て
、
前
者
は
へ
プ
ラ
イ
語
の
＝

Mmbgσ
＝
で
あ
り
、
後
者
は

z
ロ
BEσmww．
で
あ
る
。
者
し
雨
煮
の
奉
献
物
い
づ
れ

に
し
て
も
‘
人
聞
の
食
物
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
種
類
の
も
の
か
ら
と
ら
れ
て
ゐ
訟
（
F
2
2
5目
。
ロ
忌
叩

B
E岡
山

g
丘
陵
百
四
8
9
F
R
F
J
P

「
神
へ
の
供
犠
は
、
文
化

ν
ベ
ル
の
最
低
む
も
の
か
ら
最
高
の
も
の

唱－
M
H
∞
、
。
且
叉
供
犠
は
一
般
に
「
饗
宴
」
の
性
格
を
も
っ
て
ゐ
る
。

に
亙
っ
て
、

十
中
八
九
乃
至
そ
れ
以
上
の
桂
度
ま
で
、

食
物
の
献
物
（
ぬ

5
5
か
ら
か
り
、

（
阿
川
町
山
富
山
昨
日

4
白

n
z
Fロ司
P

4
0
－－

P
匂－

S
吋
）
と
グ
イ
ラ
l

（同
2
『
m
E・
切
・
寸
1
0
3
は
趨
ベ
、
か
L
る
射
で
は
、

聖
饗
宴
で
あ
る
」

ス
ミ
ス
と
意
見
を
一
致
し
て
ゐ
る
。
倫
ス
ミ
ス
に

門
註
4
u

よ
れ
ば
、
「
我
々
が
何
庭
に
於
て
も
見
出
す
所
は
、
供
犠
は
本
来
饗
宴
を
含
み
、
饗
宴
は
犠
牲
た
く
し
て
は
備
へ
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
彰
。

饗
宴
は
肉
な
し
で
は
完
全
で
な
く
、
凡
ゆ
る
屠
殺
は
供
犠
で
あ
る
と
の
規
則
は
、
古
代
に
於
て
は
別
に
セ
ム
民
族
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
」
（
F
R
E
E曲

g
S叩
B
E
m－oロ
え

ωogxgw
匂・
M
印印）。

殊
に
供
犠
饗
宴
に
於
て
は
、

動
物
犠
牲
が
セ
ム
民
族
で
は
主
要
・
な
る

口
比
優
越
た
る
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。
更
に
セ
ム
民
族
に
於
て
は
、
諸
種
の
献
物
の
中
、
動
物
犠
牲
こ
そ
最
も
重
要
た
も
の
で
あ
っ
た
。
植

物
的
奉
献
物
た
る
穀
物
の
献
物
は
、
事
賞
「
ミ
ン
ハ

l
」
た
る
名
稽
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
鵡
拝
者
が
紳
に
捧
げ
る
車
た

門
時
四

8
」

る
貢
謹
（
件
『
目
σ
z
g）
の
性
質
を
も
っ
て
ゐ
て
、
「
聖
化
せ
ら
れ
た
供
物
の
全
部
は
紳
の
保
有
物
と
た
り
、
こ
の
宗
教
奉
仕
に
於
け
る
鵡
拝

者
の
役
割
は
、
彼
等
が
献
物
を
供
へ
て
了
ふ
や
否
や
完
了
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（

E
a－－

H
V

－M
ち、。

動
物
犠
牲
（
自
問
B
m
H
i
n伸一
B
）
は
祭

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一O
一一
一

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



q
i
t
足

7
4

、

4込毛ζ

キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一O図

壇
に
供
へ
ら
れ
、

按
手
ハ
凶
器

U
S
E。
ロ
）
に
よ
っ
て
聖
化
せ
ら
れ
、

肉
の
大
部
分
は
櫨
拝
者
に
下
げ
も
ど
さ
れ
、
躍
拝
者
に
よ
っ
て
食

「
セ
ム
民
族
む
動
物
供
犠
の
主
要
観
念
は
、
：
：
：
：
：
・
・
：
・
・
・
・
紳
に
供
べ
ら
れ
る
寅
進
物
の
そ
れ
で
は
た
〈
て
、
交
霊

G
E
S
U
 

－
－
〈

g
B
B
E問
。
ロ
）
の
行
動
で
あ
り
、
そ
と
に
於
て
、
紳
と
膿
拝
者
が
紳
聖
友
生
費
の
肉
と
血
を
共
に
撮
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
合
（

S
宮
w｝

す
る
と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
」
（
山
V
E－－匂・

M
m
a
ご
動
物
供
犠
は
本
質
的
に
は
紳
と
そ
の
鵡
拝
者
と
り
交
り
の
行
震
（

m
n
a
B
a
g
B
a

穂
拝
者
が
紳
翠
た
る
食
物
に
よ
る
供
犠
食
富
田
同
耳
目

E
旦

B
8
3
に
於
て
の
紳
と
の
交
り
（

g目
自
民
ロ
向
。
ロ

そ
れ
は
動
物
供
犠
に
於
て
白
み
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

べ
ら
れ
る
。

ヨ.§ 
吾§.
昏 S
O 、J
g. で

a:u号、」7 屯3
V Q 

で
あ
り

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
ミ
ジ
ハ
ー
が
ゼ
バ
ハ
程
古
い
供

蟻
形
態
で
は
友
い
と
と
は
疑
ひ
の
・
な
い
所
で
あ
る
。
何
故
た
ら
ぽ
遊
牧
生
活
は
農
耕
生
活
よ
り
も
古
い
か
ら
で
あ
る
」
（
日
E
P・M
M

・
訟
と
。

倫
「
ゼ
バ
ハ
は
そ
む
起
源
に
於
て
個

A
D
家
長
む
私
的
供
準
物
で
は
危
く
て
、
民
族
（

OHmsc供
犠
で
あ
り
、
従
っ
て
供
犠
食
が
顕

司駐
S

M

著
に
公
共
的
饗
宴
の
性
格
を
も
っ
て
ゐ
た
」

2
Z
F
H
M－M
包
）
。
饗
宴
の
た
き
ま
り
は
自
由
た
歌
待
で
あ
っ
た
。
如
何
怠
る
供
犠
も
客
人
た

〈
し
て
は
完
全
で
は
・
な
い
。
宴
に
侍
る
も
の
す
べ
て
の
も
む
が
、
共
に
食
べ
共
に
飲
み
、
共
に
柴
し
み
、
そ
の
前
に
於
て
歌
を
つ
〈
し
、

一
人
と
し
て
饗
宴
の
轍
柴
を
う
け
血
者
と
し
て
は
だ
か
っ
た
。
終
日
陽
東
に
菅
柴
を
奏
し
、
そ
む
紳
を
崇
め
、
そ
D
神
に
新
一
博
や
讃
美
む

言
葉
を
歌
ふ
む
で
あ
っ
た
。
然
し
「
供
犠
饗
宴
は
た
H
A

歌
集
の
表
現
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
た
く
て
憂
事
を
遁
ひ
挽
ふ
手
段
で
も
あ
っ
た
」

（同
E
a－－
HYNaH）
。
か
L
る
公
共
的
、
批
舎
的
行
動
と
見
ら
れ
党
供
犠
食
に
於
て
は
、
，
食
べ
る
と
と
と
、
飲
む
と
と
L

K
闘
す
る
或
る
古
代

む
慣
脅
と
観
念
か
ら
、
特
別
D
強
調
を
受
け
た
倫
理
的
意
義
が
あ
る
と
と
に
注
意
し
た
け
れ
ば
・
な
ら
危
ぃ
。
ス
ミ
ス
ほ
去
ふ
、

「
古
代
の

観
念
に
よ
れ
ば
、

共
に
食
べ
共
に
飲
む
人
々
は
正
し
く
そ
の
行
震
に
よ
っ
て
相
互
に
友
情
（
吟
Z
E
m
v
f）
と
義
務
（
O
E宵
民
向
。

s
t

む
紳
を
も
っ
て
結
合
せ
ら
れ
る
む
で
あ
る
」
（

E
P－
u・
Mg）
と
。
原
始
枇
舎
の
供
犠
饗
宴
除
、
供
犠
を
中
必
と
し
て
、
紳
と
人
と
の
交
り

叉
そ
と
に
人
間
相
互
の
倫
理
的
関
係
を
生
み
出
し
て
ゐ
る
所
に
そ
の
意
味
も
あ
る
。
然
し
と
の
場
合
の
倫
理
的
関
係
は
、
人
間
相
互
の
自
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畳
的
た
も
の
で
は
た
f
h
て
、
紳
と
の
闘
係
に
於
て
で
あ
る
。
即
ち
紳
に
封
ず
る
そ
の
閥
係
に
於
て
、
伎
は
自
分
一
個
の
事
を
考
慮
す
る
と
・

と
危
く
、
常
に
共
同
批
舎
と
共
に
、
而
し
て
又
共
同
位
舎
の
震
に
考
へ
且
つ
行
動
し
怠
け
れ
ば
怒
ら
危
か
っ
た
の
で
あ
る
。
原
始
原
教
に

が
、
て
教
へ
ら
れ
た
も
の
は
園
民
的
救
ひ
で
あ
っ
て
個
人
的
救
ひ
で
は
た
か
っ
党
。
共
に
食
べ
共
に
飲
む
行
策
は
、
同
巴
食
事
に
輿
か
る
も

む
す
べ
て
紳
の
友
で
あ
り
、
す
べ
て
兄
弟
で
あ
る
と
の
巌
粛
に
し
℃
決
定
的
た
事
貨
に
あ
る
。

同
様
に
、
共
に
食
ひ
共
に
飲
む
と
と
〈

g神
宮
向
島
内
同
骨
E
w
z
m
吉
岡
O
神
宮
百
円
〉
の
意
味
を
も
っ
饗
宴
a

売
る
ギ
F
b
v
ヤ
人
の
「
饗
宴
」
を

論
及
し
よ
ろ
。

ヒ）

饗
宴
に
於
け
る
「
共
に
食
ひ
共
に
飲
む
」
と
と
の
特
性
C
意
義
を
最
も
よ
く
表
現
す
る
も
の
は
、

ぷ
・
官
ツ
シ
ヤ
語
の

－qchEH吋b
q
h
色刷、＝

月
酒
宴
・
饗
宴
〕
白
雪
葉
で
あ
る
0

・m
司
b
q
h
n
z

で
あ
っ
て
、

と
の
言
葉
の
語
原
的
意
味
を
見
る
と
、
接
頭
語

E
q
c
h
・
－
は
「
相
共
に
」
で
あ
り
、

Z
怠
ミ
ロ
宅
1

．
は

む
」
と
一
宮
ふ
と
と
で
あ
る
。

と
、
接
頭
語
＝
き
て
・
は
「
相
共
に
」
・
の
意
味
で
あ
り
、

．．
 
白
咽
崎
司
で
－
吃

．．
 

は
‘

h

匂向町同吋

の
で
、

t
q
b
』、九可向

2
5て
・
と
は
「
相
共
に
食
ふ
」
の
意
味
で
あ
る
。

そ
れ
は
動
詞

z
見刷、

s
＝
〈
飲
む
）
か
ら
衆
党
名
詞
で
あ
る
か
ら
し
て
、

叉
ギ
官
ツ
シ
ヤ
語
の
な
守

P
3
5
3
同
様
に
「
饗
宴
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、

E
q
c
h
h河
島

q
h
q
y
z

と
は
「
相
共
に
飲

ぞ
れ
の
語
原
的
意
味
を
見
る

査
し
、

ギ
リ
シ
ャ
人
は
「
饗
宴
」
に
於
て
文
字
通
り
に
共
に
飲
み

且
つ
食
っ
た
ば
か
り
で
は
た
い
。

討
論
舎
或
は
座
談
舎
を
意
味
す
る
様
に
た
っ
売
の
も
、
ギ
り
シ
ヤ
に
於
け
る
「
シ
ュ
シ
ポ
シ
オ
ン
」
の
か
斗
る
慣
習
か
ら
掠
た
も
の
と
云

叉
大
い
に
談
じ
盛
ん
に
論
守
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

今
日
、
「
シ
ュ
シ
ポ
シ
中
A
Y
」
と
一
宮
へ
ば
、
直
に
‘

ふ
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
然
し
ギ
P
シ
ヤ
人
に
於
て
は
、
酒
と
劃
論
、
討
論
む
ロ
ゴ
ス
と
の
饗
宴
の
中
に
翼
理
を
見
出
し
て
行
〈
の

キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一O
五
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キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
！
の
一
考
察

一O
六

が
そ
の
饗
宴
の
意
味
で
あ
っ
た
。

ハ註
g
v

と
の
監
を
よ
く
物
語
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
プ
ラ
ト
シ
の
「
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
シ
」
と
云
ふ
題
名
の
本
で
あ
る
。
と
れ
は
、
悲
劇
作
家
の
ア

ガ
ト
シ
が
、
そ
の
最
初
の
四
部
作
を
競
演
に
出
し
て
優
勝
し
た
自
覗
の
宴
で
あ
る
。
招
れ
た
人
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
客
と
し
て
以
下
六
人

の
者
が
、
美
酒
を
取
交
し
乍
ら
、

エ
ロ
ス
（
ぞ
兵
）
の
本
質
を
封
話
討
論
し
乍
ら
、
詩
的
に
事
術
的
に
描
き
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
乙

t
A

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
封
話
法
の
深
き
意
味
が
あ
る
。
且
叉
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
針
話
法
が
産
婆
法
た
る
名
構
を
も
っ
て
呼
ぼ
れ
る
所
以
の
も
の

で
あ
る
。
恰
も
助
産
婦
が
妊
婦
を
助
け
て
、
推
婦
の
胎
内
に
宿
っ
て
ゐ
る
子
供
を
分
挽
せ
し
め
る
や
ろ
に
、
入
閣
の
心
に
宿
れ
る
民
理
の

胎
児
を
分
娩
せ
し
め
る
補
助
作
用
で
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
真
理
の
率
、
背
革
は
駐
舎
か
ら
遊
離
し
た
一
個
人
の
抽
象
的
た
思
索
の
問
題

で
あ
っ
て
は
た
ら
な
い
。

掛
門
拳
は
即
ち
「
共
に
哲
拳
す
る
と
と
〈
き
な
も
～
』
言
。
宮
内
で
と
で
あ
っ
て
、

我
と
汝
と
の
共
同
作
業
で
た
け
れ

ぽ
た
ら
・
な
い
。
か
く
し
て
見
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
「
饗
宴
」
は
、
間
早
た
る
飲
食
の
舎
で
は
た
く
て
、
真
理
殻
見
の
骨
率
的
意
味
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。

包

日

キ
ケ
ロ
は
と
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
」
と
か
「
シ
ユ
シ
デ
イ
ポ
シ
」
の
語
原
的
意
味
を
深
め
て
、
ラ
テ
シ
語

c
z
g
p

dLiロ
目
＝
〈
饗
宴
〉
の
語
原
的
意
味
の
深
長
・
な
る
賄
か
ら
し
て
、

と
の
言
葉
を
強
調
し
、
「
と
の
言
葉
が
『
饗
宴
』
の
民
意
を
一
示
す
も
の

三
官
同
V

で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
人
達
よ
り
も
一
一
居
誼
切
た
命
名
で
あ
る
」
と
、
彼
の
童
百
「
老
年
論
（
冨
・
叶
，
z＝日目門以前向。円。丘師。担同
O

冨
と
D
H

円凶冊目白ロ
m
n？

5
0・
出
戸

8
）」

で
越
ベ
て
ゐ
る
。

彼
は
同
書
で
こ
の

Z
O
B
i
－z目
＝
の
語
原
的
分
析
を
し
て
、
接
頭
語

t
s
a
－
－
は
・

6
0自
＝

で
あ
り
、

2
のロ
B
＝
で
あ
っ
て
「
相
共
に
」
と
一
耳
ふ
と
と
で
あ
り
、

2
i
iロ
自
＝
は
動
詞

E
d
A
4。・
4
守
男
0

．．
 

か
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ゐ
る
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っ
て
＝

gロ
4
守
宮
自
＝
と
は
「
相
共
に
生
活
す
る
」
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
。

キ
ケ
ロ
は
酒
宴
に
於
け
る
飲
酒
に
よ
っ
て
来
る
肉
盤
上
の
快
繋
〈
a
o
Zの
g
t。
4
0
E
H
V仲
間
神
宮
）
を
重
要
硯
し
・
な
か
っ
た
。

従
っ
て
哲
一
津

友
安
舎
や
珍
味
佳
肴
の
山
を
積
れ
た
食
卓
や
温
飲
過
食
を
避
け
て
、

ハ
註
H
V

む
程
度
に
於
て
（
目
。
島
問
。
。
）
催
す
宴
舎
（

3
己
ロ
日
）
を
善
し
と
し
て
ゐ
る
。

遁
度
の
宴
舎
（
。
。
ロ
4
Z
E
B
B。
a
n
z
B）
を
柴
し
み
、
度
を
過
さ

尤
も
老
年
が
過
度
の
宴
舎
に
堪
へ
得
た
い
と
云
ふ
理
由
は

あ
る
に
せ
よ
、
む
し
ろ
彼
は
老
年
が
肉
瞳
的
快
柴
よ
り
解
放
さ
れ
る
の
を
喜
ん
で
ゐ
る
。

被
は
衣
の
様
に
趨
ペ
て
ゐ
る
、

「
睦
言
へ
て
一
耳

へ
ば
、

兵
役
の
義
務
を
来
し
て
菟
除
さ
れ
た
如
く
、

肉
情
や
野
輩
、
争
闘
や
敵
意
、

あ
ら
ゆ
る
一
切
の
情
慾
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
、

魂

（
m位
B
E〉
が
『
そ
れ
自
ら
と
共
に
あ
り
、
且
つ
所
謂
そ
れ
自
ら
と
共
に
生
き
る
（

8
2目
g
8
8
2
8古一
0
・
E
品目。

E
F
d『吉田町。）』

と
一
再
ふ
こ
と
は
、
・
な
ん
と
掌
い
こ
と
で
あ
ら
ろ
か
日
」
（
巴
町

8
5
2
F
出
〈
・
怠
）
と
、
叉
「
h
u
h
如
、
人
生
の
有
す
る
輝
し
き
賜
物
ょ
、
げ

に
、
青
春
に
於
て
最
も
大
い
た
る
悪
で
あ
る
所
の
そ
の
も
の
を
、
我
々
の
若
年
か
ら
取
り
去
っ
て
〈
れ
る
の
で
あ
る
と
し
た
・
ら

H
」（伊豆

F

M
F
S）
と
。
こ
れ
で
明
か
な
如
く
、
・
な
る
ほ
ど
老
年
が
肉
髄
的
快
柴
よ
り
解
放
さ
れ
る
と
と
を
隼
い
も
の
と
し
、
輝
し
き
天
の
賜
物
と

し
て
ゐ
る
が
、
彼
む
民
意
は
、
老
年
と
云
ふ
言
葉
は
論
外
に
し
て
、
む
し
ろ
肉
髄
的
快
柴
よ
り
の
解
放
に
あ
っ
・
売
の
で
あ
る
。
吹
の
言
葉

か
ら
更
に
こ
の
こ
と
が
領
け
る
。
「
自
然
吉

mwEE）
に
ぜ
よ
、
或
る
紳
（

D
E国営一
5
）
に
せ
よ
、
そ
れ
が
人
聞
に
劃
し
て
精
神
（

B
g曲）

神
聖
た
る
賜
物
（

E
E
B
品目
i
ロ
ロ
日
〉
に
と

程
す
ぐ
れ
た
も
の
を
輿
へ
・
な
か
っ
た
が
、

乙
D
紳
か
ら
の
贈
物
〈
自
ロ
ロ
ロ
田
島
守
山
口
ロ
自
）
、

つ
て
は
、
肉
懐
的
快
柴
（
4
0
E
1凶
回
）
程
相
容
れ
た
い
も
の
は
・
な
い
」
（
ま
色
－
－
M
内

H
F
S）。

知
性
主
義
の
臭
み
（
ス
ト
ア
哲
撃
の
色
採
）
が
多
分
に
残
存
し
、
影
響
が
あ
る
こ
と
が
窺
れ
る
o
と
む
こ
と
は
、
被
が
有
名
た
ア
テ
ナ
ヱ

か
L
る
キ
ケ
ロ
の
思
想
に
は
、

ギ
り
シ
ア
的

の
有
名
た
立
法
家
ソ
ロ
ン
｛

M
b
s
u
切
・
。
・
呂
田
町
田
匂
）
の
一
耳
っ
た
一
言
葉
、
「
自
分
は
日
に
／
＼
多
く
り
知
識
を
増
加
し
乍
ら
（
邑
色
町

n
g
g

老
い
て
行
く
」
（

E
F
M
2・
8
）
と
一
再
ふ
乙
と
を
讃
美
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
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」
の
一
考
察
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叫
相

aaJ吋
1
1
4
1
4
1
1
1
J
i
l
J
A
－

－

キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
ゐ
一
考
第

と
D
や
う
に
、
キ
ケ
ロ
は
「
饗
宴
」
そ
の
も
の
の
柴

L
み
を
、
肉
僅
上
の
快
柴
に
h
M
か
守
し
て
、

（S
E
E
m
H
E
8
2
B
V
と
談
話
〈
m
R目
。
ロ
宮
〉
と
に
そ
の
カ
離
が
あ
る
。

む
し－
b、 ー司、。

2、、
親
し
き
人
々
と
の
圏
襲

と
の
背
景
を
・
な
す
も
の
は
、

「
饗
宴
」
＆
一
宮
ふ
も
の
は
、

親
し
き
友
人
濯
が
宴
舎
の
食
卓
・
に
侍
り
掛
け
る
と
と
・
（

g
g
z
a
o
o
u己
R
E
g昆
g
g
B〉
で
あ
っ
て
、

そ
と
に
は
、
是
正
ひ
の
生
活

む
結
合
〈

gロ
甘
口
己
目
。

aso）
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
っ
て
、

「
生
活
を
相
共
に
す
る
」

と
云
ふ

hagEaEZ
が
生
や
る
。

カコ

L
る
「
相
共
に
生
き
合
ふ
」
と
一
宮
ふ
所
に
、

＝
8
ロ
乱
4
E
B
－
－
た
る
「
饗
宴
」
の
名
縛
も
あ
り
、
そ
の
翼
の
意
味
が
あ
る
（

E
a－－出
F

島）。
「
親
し
き
友
人
濯
が
相
共
に
生
き
合
ふ
」
と
云
ふ
キ
ケ
ロ

D
と
の
言
葉
の
中
「
親
し
き
友
人
撞
」
で
あ
る
＝
自
由
。
ロ
＝
と
云
ふ
雲
棄

は
＝

g同
一
自
由
＝
と
云
ふ
形
容
調
む
名
調
化
で
あ
り
、
そ
り
形
容
詞
の
抽
象
名
詞
は

J
B
W
E
m
－
切
で
あ
っ
て
、
形
容
調
＝

S
E
R－

の
言
葉
そ
の
も
D
は
動
詞

z
盟
国
0
3

が
そ
の
語
原
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ぽ
、

は
密
接
た
闘
係
が
あ
る
か
ら
、
キ
ケ
官
。
「
親
し
き
友
人
濯
が
相
共
に
生
き
る
」
む
考
へ
に
は
、

い
荒
ら
ろ
か
。
と
の
問
題
は
彼
の
「
友
情
論
（
冨
・

4
邑
E
Q
8
2
a
Z
F
m
a
E
m
e
m
w
H
M
M
a
E）」

ば
な
ら
た
い
。
と
り
「
友
情
論
」
と
一
宮
ふ
本
は
、
鳥
ト
官
〈

S
E
3
D
ス
カ
エ
ウ
竺
フ
（
O
Eロ
吉
田
窓
口
口
凶
器

ω
B
o
g－
胆
皇
官
コ

ω・
。
＋
呂
）

か
ら
、
キ
ケ
ロ
が
、
執
政
官
に
も
た
つ
た
ラ
エ

F
ウ
ス
（
の
包
E
F
Bロ
g
u
w－
P
H
gー
ご
と
武
人
で
も
あ
り
文
拳
愛
好
家
で
あ
る
小

語
原
的
に
も
友
人
宮
田
町
出
）
と
友
情
（
m
B
M
O
R
E）
と

「
友
情
」
と
一
宮
ふ
思
想
が
あ
り
は
し
合

に
於
け
る
思
想
を
研
究
し
た
け
れ

ス
キ
ゼ
オ
（

ωn目立
OKFOBggロ
曲
〉

E
n
g
g
s
z
o
コ
ω・。・扇町
l
M
M
也
）
と
む
「
友
情
」
に
つ
い
て
聞
い
た
所
む
と
と
で
あ
る
が
、
キ
グ

ロ
は
「
友
情
」
の
意
義
を
ラ
エ
リ
ウ
ス
を
し
て
語
ら
し
め
て
ゐ
る
。
と
む
本
は
先
の
「
老
年
論
」
と
同
時
代
、
キ
ケ
ロ
が
殺
さ
れ
た
年
よ

駐

mv

p
一
、
二
年
配
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
老
年
輪
」
よ
り
後
に
害
か
れ
た
も
む
で
あ
総
噌
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刷
M

前
越
も
し
た
如
く
、
＝

m
B
W
5
m
＝
（
友
情
）
は

anmHHHO
－
－
に
そ
の
語
原
が
あ
っ
た
。
尤
も
キ
ケ
ロ
は
そ
の
語
原
を
名
詞
＝

E
g吋＝

（
愛
）
に
た
い
て
ゐ
る

B
O
S
H
R
E
w－〈
H
H
F
N
O
）
が
、

z
m
g
o円－

w

も
＝

m
g。
＝
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
は
弐
の
如

〈
一
耳
ふ
、
「
友
情
は
人
聞
の
本
性
上
官
ロ
m
E
B）
不
足
欲
求
に
あ
る
よ
り
も
、
む
し
る
魂
が
愛
し
よ
う
と
云
ふ
或
る
感
情
を
伴
っ
て
（

2
B

。ロ。

a
m
B
m
g凶
E
m
w
B
S仏
目
、
、
他
と
相
互
ひ
に
結
び
合
は
う
と
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
起
る
」
（
目
立
子
〈
同
戸
時
）
と
。
従
っ
て
こ
の
＝

m
E
o－－

と
か
・

4
B
O円
＝
と
そ
、
親
切
〈

σgoda
－o豆町
w）
を
五
ひ
に
壷
し
た
り
聾
さ
れ
た
り
す
る
根
本
動
機
で
あ
る
。
然
る
に
親
切

l
＝
z
g
a

s－OR
E
－
－
ー
は

z
gロ
0

．．
 

（
善
き
〉
と

2
4
0
町民印刷
w
＝
〈
意
志
）
に
語
原
分
析
し
得
る
。
査
し
意
志
を
も
つ
も
の
は
、
人
聞
の
み
に

於
て
で
あ
る
。
撃
た
る

E
m
B
Oて
・
は
他
の
動
物
に
も
あ
る
。
然
し
人
聞
の

E
m
B。
円
＝
は

E
σ
g
o
d
a
－oE
E
－
－
（
親
切
〉
に
そ
の
特

色
が
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
、
「
親
切
た
（
全
主
孟
も
S
河
口
町
）
人
々
を
賞
讃
し
て
ゐ
る
」
（
刷
－

E
n－－②－
M
－
ロ
臼
伊
）
。
そ
の

Z
も
ふ
守
ー

もも
S肖
on
－
－
と
は

ant』口町・駄でもも
e
g－
－
で
あ
り
、
＝
品
EmEn
－
－
は

2
6百
円
』
町
内
て
＝
（
愛
す
る
）
に
遡
り
得
る
か
ら
、

E
全
主
亀
も
S
E
q
－－

の
語
原
的
意
味
は
「
人
聞
を
愛
す
る
」
と
一
耳
ふ
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

E
m
g
R
R
s
・
－
（
友
情
）
と
は
、
就
中
人
聞
に
於
て
深
川
U

意
味

を
有
し
て
来
る
。
叉
友
情
は
人
聞
に
於
て
の
み
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
人
聞
の
本
性
（
ロ

m
g
E）
は
決
し
て
孤
濁

2
0ロ
S
・

円
註
H
V

円山口
B
〉
を
愛
せ
・
守
、
常
に
謂
は
ぽ
己
の
友
と
一
耳
ふ
べ
き
も
の
に
党
り
か
L
ら
ろ
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
宮
〉
B
W
E
P
M一
白
戸
お
も

と
L
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
人
聞
は
枇
舎
的
た
る
も
の
で
あ
り
、
生
を
共
に
す
る
と
と
（

2
3モ
）
に
そ
の
本
性
が
あ
る
守
豆
町
叶
h
h
守

芯
も
恥
や
Sも
S
H
g
n
h
aごさ九日唱で

2
2
E
n）」（開・
2
山口・・③・

ω・
ロ
Sσ
）
と
一
耳
ふ
有
名
危
一
言
葉
の
所
以
も
あ
る
。

合
的
動
物
で
あ
る
。

人
聞
は
本
性
的
に
祉

而
し
て
叉
「
人
聞
が
生
を
共
に
す
る
と
と
は
最
高
の
親
愛
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
守
＆

3
E
S
S
h
t
Eも
芯
宮
崎
町

キ
ケ
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キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一一

o

晶司之内司令叶
R
H

叶ロモ向刊で
R

H

Q

A

開

Y
E
n－
L
－
H
0
・
ロ
ご
と
。
か
く
考
へ
て
来
る
と
、
キ
ケ
ロ
の

z
gロ
ユ
4
2自
＝
と
云
ふ
言
葉
は
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
と
共
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
と
よ
く
類
似
し
て
ゐ
る
と
と
が
既
に
感
知
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

然
ら
ぽ
、
果
し
て
キ
ケ
ロ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
に
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
事
費
、
キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
は
、
e

ア
リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

「

ニ

コ

マ

コ

ス

倫

理

墨

書

」

当

ロ

ロ

ω
B

の
親
愛

（
を
た
ぬ
〉
論
、
売
る
θ
袋、

－
巻
に
類
似
乃
至
一
致
結
が
甚
だ
多
い
。

〉
同
自
由
回
件
。
白
色
吋
色
。
。
ロ
O
円
に
よ
れ
ば
、
。
「
友
情
の
問
題
に
つ
い
て
、

ギ
リ
シ
ャ
に
於
て
知
ら
れ
る
最
初
の
論
文
は
、

プ
ラ
ト

ν
D
『
リ
ュ

シ
ス
ハ
F
M『
a
m
v』
で
あ
る
が
、

る
。
と
の
『
エ
コ
マ
コ
ス
倫
理
墨
書
』
の
思
想
が
多
く
キ
ケ
ロ
の
論
文
に
認
め
ら
れ
る
・
が
、
必
や
し
も
ア

F
ス
ト
テ
レ
ス
か
〉
般
常
用
さ
れ

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
エ
コ
マ
コ
ス
倫
理
島
一
番
』
の
第
八
巻
、

第
九
巻
に
強
く
そ
の
影
響
を
及
し
て
ゐ

て
は
ゐ
友
い
」
（
阿

E
S
E
a
g
g
忌

O
E
O－凹
g
u
H
0
0
ダ
H
V

・
呂
田
）
。
賓
は
、

と
の
問
題
は
古
来
屡
々
論
ぜ
ら
れ
て
来
究
所
で
あ
る
。
然
ら

ぽ
、
何
が
ζ

の
キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
白
根
本
資
料
と
た
っ
て
ゐ
る
か
と
云
へ
ば
、

（斗
g
e
U
V
E帥
吉
田
）
の
友
情
論
（
討
さ
～
を
L
E
q
）
一
二
巻

1
今
日
既
に
散
逸
し
て
ゐ
る
ー
で
あ
る
（

Q
8
2ロ
Z
F
Sロ

s
e
m旨
R
n
E
P

nm『－

z
o
Z
8
3
に
従
へ
ぽ
、

テ
方
プ
ラ
ス
ト
ス

思
巴
oEH詩句

ω・
3
。
而
し
て
ア
リ
ス

F
テ
レ
ス
の
思
想
が
キ
ケ
ロ
に
影
響
あ
る
の
は
、
と
り
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
ス
を
遁
じ
て
で
あ
ろ
う
。

伍）

我
々
は
更
に
立
ち
入
っ
て
、

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
」
そ
の
も
の
の
思
想
を
論
及
し
た
け
れ
ぽ
た
ら
た
い
。
友
情
。
愛
の
最
高
の
も
の
は
何

で
あ
る
か
o

S
F
N∞
）
。
彼
の
こ
の
「
友
情
論
」
の
主
題
で
あ
る
ラ
エ

p
ウ
ス
と
ス
キ
ピ
オ
と
の
友
情
を
結
び
付
け
た
も
の
は
「
徳
」
で
あ
っ
た
。
ラ

「
徳
（
4
M
円
吉
田
）
ほ
ど
愛
す
べ
き
も
の
は
な
〈
、

と
れ
以
上
に
人
聞
を
愛
慕
の
情
に
誘
ふ
も
の
は
た
い
」
（
り
目
白
星
口
E
P

エ
官
ツ
ウ
ス
は
次
の
如
く
云
ふ
、

「
何
故
か
と
一
宮
ふ
と
、
私
が
愛
し
た
む
は
あ
の
人
物
む
徳
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
誠
び
去
る
も
の
で
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は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
否
、
彼
の
徳
は
始
修
そ
れ
に
接
し
て
ゐ
た
私
の
眼
前
に
の
み
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
後
の
世
の
人
え
に
封
し
て

も
燦
然
と
し
て
光
り
輝
く
で
あ
ら
う
」
（
日
玄
p
u
Q〈
戸

5
N）
と
。

（
志
向
ふ
と
伺

sv
で
あ
る
が
、
キ
ケ
ロ
の
一
宮
ふ
最
高
の
徳
は
、
完
全
た
最
高
鮪
に
ま
で
導
れ
党
自
然
（

E
E
E）
で
あ
る
。
最
高
の
意
味

に
於
て
自
然
に
従
ふ
生
活
を
す
る
も
の
が
智
者
（

E
U日0
5
）
で
あ
り
、
有
徳
友
人
（

i
H
Zロ
ロ
由
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
キ
ケ
ロ
は
「
友

と
の
場
合
む
徳
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
に
云
ふ
な
ら
ば
、

倫
理
的
徳

自
然
に
従
ふ
生
活
を
な
す
か
ら
で
あ
っ
て
、

（ロ
mw
仲ロ
B

O

U
神
戸
自
問
問
M
O
ロ
0
4
F
4
0
ロ品目
a
C
M
円
）
で
あ
る
」
（
F
V
広－
w

〈・

5
、
と
述
べ
て
ゐ
る
。
我
々
に
は
乙

L
に
ス
ト
ア
哲
拳
の
「
自
然
に
従

情
論
」
に
於
て

「
彼
等
は
人
聞
に
能
ふ
限
り
、

自
然
乙
そ
善
き
生
活
の
最
上
の
鰐
導
者

っ
て
生
活
を
す
る
（
主
主
ミ
D
c
h
h
t
s
n
品
宅
宮
町
内
ハ
マ
）
」
（
の

E
Eユ
明
白
色
目
同
の
g
n
z
n
Z白色町吋肉円山由
n
E
g
n
V
2
2忌
0
8匂
E
0・
40ロロ『－

E
E
E
F己
貸
与
－
N

蒋
vと

一
耳
ふ
考
へ
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
自
然
、
徳
及
び
友
情
の
関
係
を
見
る
に
、
「
友
情
は
徳
を
援
け
る
‘
も
の
と
し

て
自
然
（

E
Z『
釦
）
か
ら
我
々
に
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

悪
徳
の
道
連
れ
と
し
て
で
は
友
い
」

ロ
叩
担
同
国
山
口
町
民

P
M
M内

H
F
∞ω）。

乙

れ
に
は
ア
リ
ス
ト
テ

ν
ス
の
「
親
愛
は
或
る
徳
で
あ
る
か
、
或
は
徳
と
共
に
あ
る
も
D
で
あ
り
、
更
に
我
々
の
生
活
に
と
っ
て
は
乙
れ
桂

必
須
た
る
も
の
は
な
い
」
（
開
－

zn－
－
③
ト
ロ
日
と
と
一
苫
ふ
考
へ
が
認
め
ら
れ
る
。
加
之
キ
ケ
ロ
に
よ
れ
ば
、
「
徳
は
濁
り
で
は
そ
の
至
善

の
境
地
に
達
す
る
と
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
他
宥
と
結
合
し
相
提
携
し
て
と
れ
に
謹
し
よ
う
と
す
る
。
若
し
こ
の
や
ろ
友
結
合
が
、

カコ
!,,.. 

る
人
間
謹
の
聞
に
、
現
在
で
あ
れ
過
去
に
で
あ
れ
未
来
に
で
あ
れ
存
在
す
る
と
し
た
た
ら
ぽ
、
そ
れ
こ
そ
、
か
L
る
人
遣
を
自
然
の
至
高

善
に
導
く
最
も
嘉
れ
党
伴
侶
と
見
倣
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
目
立
P
L
M
M
F
a）0
乙
L
に
袋
t

ス
ト
ア
的
な
考
へ
が
明
瞭
に
た
る
。
か
や

う
に
し
て
自
然
、
徳
、
善
、
友
情
の
閥
係
か
ら
し
て
、
キ
ケ
ロ
の
こ
り
「
友
情
論
」
を
貫
く
友
情
の
根
本
原
理
た
る
「
草
地
し
、
先
づ
、
善

き
入
閣
の
聞
で
ιな
け
れ
ば
、

友
情
は
存
在
し
得
な
い
（
昆
回
目

E
gロ
z
g
g
ロ。ロ
HMO
白
血
ゆ
）
」
（
王
子
〈
－

S
）
と
一
宮
ふ
乙
と
が
生
や
る
。骨

と
の
言
葉
は
ア

p
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
究
極
的
意
味
に
於
け
る
親
愛
は
、
警
合
」
人
々
の
、
郎
ち
徳
を
有
す
る
と
と
に
於
て
類
同
的
怒
る
人
々

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察
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キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一一

の
聞
に
於
け
る
親
愛
で
あ
る
（
伊
豆
a
mよ
2
r
b
ゐ
〈
丘
三

e
S
E
E
Fえ
恥
司
自
さ
ぞ
。
町
2
u
開－

zn・・③・
ω・口町田
V
）
」
と
一
致
す
る
も
の

で
あ
る
。
蓋
し
か
L
る
友
情
と
一
耳
ふ
関
係
は
数
限
り
な
い
結
合
闘
係
の
中
で
、
非
常
に
範
菌
が
狭
〈
限
定
さ
れ
、
二
人
か
若
く
は
精
子
卵

ハ
駐
師
》

教
の
煮
の
聞
に
成
り
立
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
た
る
。
か
や
ろ
に
考
ヘ
て
来
る
と
、
徳
が
友
情
よ
り
優
位
を
も
っ
て
来
る
。
キ
ケ
ロ
の
言

葉
に
よ
れ
ぽ
、
「
君
濯
に
鞠
め
て
治
き
た
い
こ
と
は
、
徳
が
な
け
れ
ば
友
情
は
在
り
得
た
い
む
で
あ
る
か
ら
、
徳
を
よ
〈
肯
ん
で
、
と
れ
を

除
け
ば
友
情
ほ
ど
勝
れ
た
る
も
の
は
・
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
と
と
で
あ
っ
て
」
（

E
P・
M
G門
〈

H
F
S
S
、

l
1ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
、
「
徳

ハ
健
げ
》

に
従
つ
て
の
・
親
愛
（
忌
員
、
古
品
〈
色
町
三
回
－

Z
F
③・
0
8品
川
）
」
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
ー
ー
と
の
キ
ケ
ロ
の
言
葉
は
「
叡
智
（

8
1
0耳目
M
W

）

を
除
い
て
如
何
た
る
事
柄
に
せ
よ
、
こ
れ
（
友
情
〉
よ
り
以
上
善
い
も
の
が
、
不
死
怒
る
紳
か
ら
輿
べ
ら
れ
て
ゐ
ま
い
」
｛

E
a－－〈戸
N
ご

と
内
容
的
に
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
場
合
叡
智
と
は
理
性
、
精
紳
で
あ
り
ロ
ゴ
ス
で
あ
り
、
更
に
換
言
す
れ
ば
、

従
っ
て
生
活
す
る
」
智
（

B
U
向。E
U）
で
あ
っ
て
、

「
自
然
に

不
死
た
る
紳
と
は
ス
ト
ア
哲
息
干
の
自
然
。
意
味
で
あ
る
。

以
上
見
て
来
た
如
く
、

キ
ケ
ロ
で
は
、

冨
O
M
g
g『
も
指
摘
す
る
が
如
く
（

Q
B円
S
E
F
m
O】同一

g
a
o
m自
主
民
P
岡
山
口
－

azsmω
・
3
、
ア

p
ス
ト
テ
レ
ス
と

ス
ト
ア
の
ギ

F
シ
ヤ
思
想
を
絞
れ
流
に
融
合
し
よ
ろ
と
し
て
ゐ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。

は
決
し
て
成
り
立
ち
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
策
し
キ
ケ
ロ
む
言
葉
に
よ
れ
ぽ
、

キ
ケ
ロ
の
友
情
論
む
根
本
思
想
は
、
友
情
を
生
み
と
れ
を
維
持
す
る
も
の
が
、
貨
は
と
の
徳
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
徳
が
た
け
れ
ば
友
情

「
と
の
徳
と
一
耳
ふ
と
と
も
、
我
々
は
我
々
の
日
常
生
活

と
言
葉
の
慣
習
に
従
っ
て
解
樺
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」
（
巴
叩
〉
自
主
民
P
〈
F
N
H
）
と
一
再
ふ
の
で
あ
っ
て
、
徳
と
か
善
と
か
友
情
を
理
論
的

問
題
と
し
て
抽
象
的
に
取
扱
ふ
こ
と
は
、

キ
ケ
ロ
の
み
な
ら
歩
、
蛍
時
の
ロ
1
7
人
む
安
践
的
性
格
と
し
て
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
諸
概
念
が
具
盤
的
一
般
的
問
題
と
し
て
語
ら
れ
る
時

F
初
め
て
、
彼
等
ロ
1
マ
人
に
は
理
解
し
易
い
も
の
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
花
キ
ケ
ロ
捻
ス
ト
ア
振
の
人
々
を
非
難
し
て
、

「
と
う
一
苫
ふ
事
柄
を
あ
ま
り
穿
撃
を
深
く
す
る
人
々
の
や
ろ
院
、
巌
密
に
分
析
し
て
そ
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れ
を
一
疋
ふ
り
で
は
た
い
。
彼
等
の
設
は
五
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
般
の
生
活
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
・
な
い
」
会

HE－－〈－
H
∞
）
と
越
ベ
、

ス
ト
ア
の
哲
撃
者
の
や
う
に
、
「
誇
大
な
る
言
葉
に
準
撮
し
て
徳
を
測
っ
た
り
し
た
い
や
ろ
に
し
よ
う
」
（
即
広
島
・
・

2
・M
M
）
。
市
し
て
「
我
々

は
諺
に
あ
る
が
如
く
、
『
肥
え
た
ミ
ネ
ル
ワ
（

B
Z
O門
司
釦
一
立
ロ
関
口
広
）
』
で
話
を
進
め
て
行
か
う
」
（

E
a－
－
〈
い
恒
三
郎
ち
キ
ケ
ロ
は
常
識
的

解
轄
で
話
し
て
行
か
ろ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
彼
に
於
て
は
常
に
哲
皐
が
、

日
常
生
活
の
問
題
、
引
い
て
は
政
治
的
問
題
と
し
て

語
ら
れ
た
理
由
も
あ
る
。

同

自
然
そ
の
も
の
が
人
聞
の
聞
に
一
種
の
友
情
を
作
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
凡
ゆ
る
人
聞
の
聞
に
は
、

の
が
成
り
立
つ
ら
ゆ
、
ち
に
我
k

人
聞
は
本
来
生
れ
つ
い
て
ゐ
る
。
か
L
る
人
閣
の
結
合
闘
係
は
親
子
の
如
き
血
族
的
欄
係

l
！
と
れ
は
動
物

κも
あ
る
が
｜
｜
、
市
民
、
同
園
民
の
聞
に
於
け
る
共
同
憧
的
関
係
、
並
に
朋
友
的
関
係
の
三
種
に
数
へ
ら
れ
、
血
族
的
闘
は
快
的
で
あ

一
種
の
結
合
闘
係
と
一
耳
ふ
も

り
滴
共
同
盤
的
関
係
は
有
用
的
で
あ
り
論
朋
友
的
関
係
は
徳
的
で
あ
る
と
特
色
何
け
ら
れ
る
。

何
故
た
ら
ぽ
血
族
的
閥
係
は
快

2
0
H
o
n－

sz。νを
求
め
て
の
友
で
あ
り
、
共
同
韓
的
関
係
は
有
用
（
ロ
岳
山
富
田
〉
を
求
め
て
の
友
で
あ
る
が
、
民
の
朋
友
は
普
き
人
々
の
聞
に
徳
を

第
一
と
し
て
念
品
り
立
つ
友
情
に
基
〈
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
市
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
に
一
耳
ふ
た
ら
官
、
快
や
有
用
は
徳
に
伴
ふ

門
誌
同
叩

V

限
h
v
人
々
に
と
っ
て
は
附
帯
的
。
（

S
L
g
b
E
4
4
2
q）
た
も
の
と
な
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
同
様
に
キ
ケ
ロ
は
、
快
や
有
用
に
よ
る

親
愛
を
重
要
視
し
て
ゐ
た
い
。
朋
友
関
係
は
利
接
的
関
係
で
は
た
い
（
「
饗
宴

E
O
B
i
t
g
B
＝
に
於
け
る
親
し
き
人
々
の
交
り
は
快
柴

広
よ
る
闘
係
で
は
な
い
」
と
一
再
ふ
こ
と
か
ら
、
朋
友
関
係
が
快
繋
的
関
係
で
ト
な
い
と
と
は
既
に
遮
ペ
党
）
。

友
情
と
一
再
ふ
も
む
は
各
人
が

欲
し
い
と
求
め
る
感
情
即
ち
不
足
感
（
官
ouEV
や
飯
乏
感
（
宮
島
寝
耳
S
）
か
ら
生
れ
た
と
考
へ
る
と
と
が
出
凍
・
な
い
。
「
若
し
そ
の
や

キ
ケ
官
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一一一一一
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キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
一
四

ろ
で
あ
る
た
ら
ば
、
自
分
に
、
は
力
が
弱
い
と
考
へ
れ
ば
考
へ
る
程
、
そ
れ
丈
け
一
一
居
そ
の
人
は
友
情
に
誼
し
て
ゐ
る
こ
と
に
た
ら
ろ
が
、

と
の
と
と
は
甚
だ
事
費
に
相
遣
し
て
ゐ
る
」
（
山
σ広－
LM門－
N
S
と
キ
ケ
ロ
は
趨
ベ
て
ゐ
る
。

に
よ
れ
ば
、

何
故
な
ら
ば
、

前
越
も
し
た
如
く
友
情
は
彼

「
愛
す
る
」
と
云
ふ
人
間
む
本
性
よ
り
出
て
、
欲
求
感
に
寄
ら
・
な
い
か
ら
で
あ
り
、
彼
が
ス
キ
ピ
オ
を
愛
し
た
D
は
彼
の
も

っ
て
ゐ
党
徳
に
劃
す
る
讃
美
か
市
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
む
難
、
プ
ラ
ト

ν
の
「
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
シ
」
で
語
ら
れ
る
、
エ
ロ

ス
む
一
つ
の
性
格
が
、
同
献
乏
性
に
あ
り
と
す
る
思
想
と
反
射
に
た
る
。

て
利
益
が
友
情
か
ら
生
じ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
」
企

za－－〈
M
P
E
）。

で
ぞ
れ
故
に
友
情
が
利
益
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
・
な
く
て
、
却
つ

市
し
て
か
－
L

る
農
の
朋
友
関
係
た
る
友
情
の
費
践
的
在
り
方
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。
友
情
に
於
て
は
む
し
ろ
進
ん
で
朋
友
に

童
力
す
る
が
、
そ
の
報
酬
を
求
め
よ
ろ
と
は
し
友
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
云
ふ
が
如
く
、
「
よ
く
さ
れ
る
と
と
（
志
向
副
主
q
H
向
ミ
）
よ

り
も
、
む
し
る
よ
く
し
て
や
る
こ
と
（

3
g
z
R
mご
に
徳
た
る
の
所
以
が
あ
る
」
（
開
－

zw・
b
－∞
L
H
N
O
世
）
。
そ
れ
故
に
徳
に
従
っ
て

の
愛
た
る
友
情
卸
ち
親
愛
は
、
「
愛
さ
れ
る
と
と
（
加
で
叶
剖
を
な
智
也
史
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
愛
す
る
と
と
に
（

T

A｝
全
常
守
）
に
在
る

と
考
へ
ら
れ
る
」
（
開
－

Z
F－
③
・
∞
・
ロ
思
担
）
。
か
く
し
て
キ
ケ
ロ
は
か
・

3
G朋
友
閣
の
友
情
を
、
友
情
愛
に
が
、
け
る
「
替
あ
る
競
争
（
の

2
・

雷
神
宮
町
。
ロ

g
g）
」
と
名
付
け
る
。
徳
の
故
の
親
し
き
友
人
謹
は
た
五
ひ
の
幸
幅
を
は
か
る
と
と
に
熱
心
で
あ
る
が
、

と
の
と
と
の
た
め

に
競
ひ
合
ふ
人
々
の
聞
に
於
て
は
、

苦
情
は
生
ぜ
や
争
ひ
も
生
じ
た
い
。

む
し
ら
彼
等
は
自
分
も
相
手
の
幸
一
隔
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
復
響
を
途
げ
る
と
一
宮
ふ
と
と
に
た
っ
て
、

‘
ふ
る
友
情
関
係
に
於
け
る
自
己
む
在
り
方
は
如
何
た
る
も
む
で
あ
ら
ろ
か
。
「
人
は
誰
し
も
、
己
自
身
を
愛
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
決
し
て
自
分
の
愛
か
ら
何
等
か
の
封
償
を
自
分
が
得
よ
ろ
と
す
る
た
め
で
は
た
く
て
、
自
分
が
そ
れ
自
韓
、
自
身
に
と
り
大
切
だ
か
ら

世
の
つ
ま
ら
・
な
い
友
情
（

mBEaω

－04山
田
）
閥
係
と
は
む
し
ろ
謹
に
た
っ
て
来
る
。
か

で
あ
る
。

と
の
自
愛
の
感
情
を
友
情
に
移
入
し
た
け
れ
ば
、
民
の
友
人
（
白
日
目
。
5
4
0
2田
）
は
決
し
て
見
出
さ
れ
た
い
で
あ
ら
う
。
何
故
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た
ら
ぽ
、
民
の
友
人
は
、
謂
は
ぽ
第
二
の
自
己
（

E
o
E
m－窓円）

J

だ
か
ら
で
あ
る
」
（
白
骨
胆

B
E
E－
M
一M
F
呂
志
郎
ち
「
異
の
友
人
を
眼

む
前
に
見
る
も
の
は
、
謂
は
ぽ
、
今
一
人
の
別
の
自
己
自
身
の
似
姿
（
O
M
O
B

－R
釦－

z
g
g
を
見
て
ゐ
る
も
り
で
あ
る
」
、
（
山
玄
P
2
F

N
U
）
。
ァ

p
ス
ト
テ
レ
ス
が
一
式
ふ

Z

恥
と
え

arbq
（開－

zn－w
P
A
H

－H
H
白
白
と
＝
と
か

2
M
叶向も口町

RHrbn
（開－

zn－Lu
タロ
a
z－
－
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
見
る
と
、

自
愛
が
二
種
あ
る
こ
と
に
た
る
。

低
次
的
と
高
次
的
む
二
種
の
自
愛
が
あ
る
と
と
が
知
ら
れ

る
。
後
者
が
キ
ケ
ロ
の
云
ふ
民
の
自
愛
で
あ
り
、
そ
れ
は
徳
に
基
く
友
情
に
成
り
立
つ
第
二
の
自
己
が
見
出
さ
れ
る
や
う
た
自
愛
で
あ
っ

て
、
前
者
は
世
人
が
自
愛
と
呼
び
慣
は
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
財
質
、
名
替
の
如
き
利
益
と
か
肉
程
的
快
柴
等
に
於
け
る
過
多
を
自

己
に
得
ょ
う
と
す
る
や
う
た
自
愛
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
の
両
者
の
自
愛
（

t
L
E叶
色
町
）
を
次
の
如
く
漣
べ
て
ゐ
る
、
「
ζ

の

両
者
の
相
遣
は
、
ロ
ゴ
ス
に
従
っ
て
生
さ
る
こ
と
（
芯
言
誌
主
苫
で
お
こ
と
情
念
に
従
っ
て
生
さ
る
こ
と
（
込
町
ぷ
芯
河
内
H
E
n
sで）

と
の
相
遣
の
や
う
な
も
の
で
あ
り
、
叉
美
し
さ
（
芯
尽
き
こ
｜
｜
善
き
も
の
｜
｜
或
は
有
用
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
（
芯
含
吉
田
町

き
恐
喝

ε
2
5
を
欲
す
る
か
の
相
違
で
あ
る
」
（
同
－

ZAn－－
F
∞
・
口
包
担
）
と
。
そ
れ
故
に
民
の
朋
友
は
、
と
の
高
女
の
意
味
で
の
自
愛
的
友

人
で
あ
る
と
云
ふ
ζ

と
に
な
る
。
キ
ケ
ロ
は
こ
の
こ
と
を
具
盤
的
問
題
を
例
に
と
り
説
明
し
て
、
空
飛
ぶ
烏
に
も
、
水
に
棲
息
す
る
魚
類

に
も
、
家
畜
に
も
、
野
獣
に
も
、
す
べ
て
動
物
に
は
、
第
一
に
「
自
己
を
愛
す
る
」
と
一
耳
ふ
動
物
に
等
し
く
共
通
せ
る
、
も
っ
て
生
れ
た
性

質
が
あ
る
。
更
に
第
二
に
自
分
と
同
類
の
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
そ
れ
と
一
緒
に
た
ら
う
と
す
る
憧
揖
（
岱

gso江
口

B
）
が
あ
る
。
ま

し
て
と
れ
が
人
聞
に
於
て
潟
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
本
性
上
如
何
に
大
怒
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
人
聞
は
自
分
自
身
を
愛
す
る
と
共
に
他
の

ハ
能
開
》

者
を
求
め
て
、
そ
の
人
の
心
と
己
が
心
を
相
互
に
交
へ
て
、
殆
ん
ど
二
つ
の
心
を
一
つ
の
心
に
し
て
し
ま
ぼ
ろ
と
す
る
L
。

情
の
賓
践
的
領
域
に
於
℃
は
、
朋
友
は
互
い
に
親
切
を
蓋
し
ム
ロ
ひ
世
話
を
し
合
ふ
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
友

友
情
闘
係
に
於
け
る
他
の
別
の
特
徴
的
性
格
を
見
る
と
、
そ
と
に
は
相
互
の
類
似
性
（
即
日

B
E
z
a
o）
と
均
等
性

Q
R宮
窃
）
が
あ
る
口

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
一
五
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一
一
六

「
親
愛
（
全
』
ma）
は
む
し
ら
愛
す
る
と
一
宮
ふ
と
と
《
ユ
を
な
守
）
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
友
人
を
愛

す
る
人
え
は
賞
讃
さ
れ
る
の
で
あ
る
た
ら
ぽ
、
友
人
の
徳
を
愛
す
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
ら
し
明
」
（
阿
－

Z
F
③噌白・ロ

g
s。
更
に
「
愛

ε丹念
J
G
は
均
等
性
（
宮
町
4
q
〉
と
類
似
性
（
窓
口

hbgn）
で
あ
っ
て
、
就
中
徳
に
従
つ
て
の
類
似
性
（
や

h
a
t
f
向
ふ
宅

ghbsc

で
あ
る
」
（
同
E
U－－
H
H
g
g。
か
L
る
「
徳
に
従
つ
て
の
類
似
性
」
に
よ
る
親
愛
関
係
を
キ
ケ
官
は
「
相
互
む
類
似
性
が
人
々
を
友
情
に
ひ

き
つ
砂
る
程
、
他
む
何
も
む
を
も
自
分
に
引
き
つ
け
る
も
の
は
紘
い
と
一
宮
ふ
と
と
を
、
営
然
我
A
が
附
け
加
へ
て
よ
い
の
究
が
、
そ
れ
を

若
し
我
k

が
附
け
加
へ
る
怒
ら
ぽ
ど
う
で
あ
ら
ろ
か
。
善
主
人
聞
は
、
豊
田
き
人
聞
を
愛
し
蓮
田
き
人
聞
に
結
び
付
《
の
は
、
宛
も
自
然
的
血

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

ア
p
ス
ト
テ

ν
ス
に
よ
れ
ば
、

縁
関
係
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
如
き
も
の
で
あ
る
と
一
宮
ふ
と
と
も
、
た
し
か
に
五
し
い
と
と
と
し
て
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
ろ
。
何
故
怒
ら

ぽ
自
然
〈
富
吉
昌
）
棋
自
己
に
似
た
あ
の
宮
山
自
己
宮
田
正
〉
を
烈
し
く
且
つ
強
く
求
め
る
も
D
は
友
い
」
（
匂
由
民
昆
n
E
P
M門

2
・
8
）
左
越

ベ
て
ゐ
る
。
戎
に
友
情
。
均
等
性
と
は
非
類
似
む
者
の
聞
に
於
け
る
親
愛
闘
係
で
あ
る
。
卸
ち
優
越
者
と
劣
者
、
例
へ
ぽ
身
分
地
位
。
高

き
者
と
低
き
者
、
父
親
と
息
子
1

年
長
者
と
年
少
索
、
夫
と
妻
、
支
配
者
と
被
支
配
者
、
高
き
徳
の
者
と
低
金
徳
の
索
。
如
き
で
あ
る
。
と

れ
ら
は
各
人
の
徳
や
機
能
が
異
り
1

彼
等
が
親
愛
す
る
所
以
の
も
む
も
相
呉
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
各
自
共
分
を
守
り
壷
す
べ
き
を
童
す
と

と
に
主
っ
て
均
等
閥
係
を
保
つ
の
で
あ
る
。
ア

p
ス
ト
テ
レ
ス
は
と
の
こ
と
を
「
慣
値
に
臆
じ
て
ハ
ha九
九
山
崎
町
お
こ
愛
〈

1
2
q
h
q）
が
生

会
誼

mV

4
7
る
時
、
或
る
意
味
に
於
て
均
等
性
が
生
や
る
の
で
あ
る
』
、
（
同
・
2
山
口
・
・
③
－
N
ロ

av」
と
鑑
ベ
ヌ
ゐ
る
。
市
し
て
か
L
る
親
愛
に
於
て
費

・
芳
の
愛
は
比
例
的
ハ
？
と
－

3
3
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
二
人
の
聞
の
愛
は
比
例
に
よ
る
均
等
化
で
あ
る
唱
キ
ケ
ロ
は
次
の
如
〈
趨
ベ
る
、

「
友
情
に
於
て
就
中
大
切
た
と
と
は
、
優
れ
て
ゐ
る
も
む
が
劣
っ
て
ゐ
る
も
の
と
も
平
等
（
匂
釦
と
に
・
な
る
と
一
宮
ふ
と
と
で
あ
る
」

B
m

目
上
の
も
の
を
年
長
怒
る
が
故
を
も
っ
て
寸
即
時
れ
党
＝
も
の
と
し
て

世田

E
S♂
M
n
H
M
－
S
）
と
。
平
等
に
怠
る
方
法
と
し
て
、

噂
敬
す
る
」
入
佐
官
・
）
と
か
1

若
し
徳
、
才
能
、
境
遇
に
於
て
す
・
ぐ
れ
た
所
が
あ
れ
ぽ
「
そ
の
得
を
友
人
に
分
つ
」
（
ま
P
M
G
H
S）
と
か
、

キ
ケ
ロ
は
、
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寸
人
に
カ
を
添
へ
て
や
っ
て
地
位
や
名
撃
を
向
上
せ
し
め
る
や
う
に
謹
ず
」
（
伊
豆
色
・
〉
と
か
、
「
交
友
や
親
戚
の
深
い
開
係
の
間
柄
で
、
自

分
の
地
位
が
優
れ
て
ゐ
る
者
は
、
自
己
を
、
劣
っ
て
ゐ
る
者
と
平
等
に
振
舞
ふ
が
、
他
方
劣
っ
て
ゐ
る
煮
も
、
自
己
が
才
能
、
境
遇
、
地

位
の
賄
で
友
入
や
近
親
者
に
劣
る
こ
と
を
苦
広
し
て
は
友
ら
た
い
」
（
E
F
M門
戸
口
）
と
か
、
人
は
友
人
に
劃
し
て
、
「
先
づ
第
一
に
自
分

の
カ
で
た
し
得
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
や
り
第
こ
に
は
自
分
が
愛
情
た
り
、
助
力
・
怒
り
を
輿
へ
ん
一
と
す
る
煮
は
、
そ
の
人
の
方
で
も
ま
た

受
け
容
れ
る
と
と
が
出
来
る
程
の
と
と
を
し
て
や
ら
む
ば
な
ら
た
い
」
（

E
P・
M
G
p
a）
等
と
云
ふ
風
に
、

ア
リ
一
ス
下
テ

ν
ス
よ
り
一
一
暦

兵
盤
的
、
費
践
的
、
積
極
的
で
あ
る
。

以
上
見
て
来
る
と
、
キ
ケ
ロ
の
思
想
は
極
め
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
と
の
類
似
乃
至
一
致
黙
の
多
き
左
認
め
る
む
で
診
る
が
、
キ

か’’

E
J
は
賓
践
的
性
格
の
ロ

l
マ
人
の
一
人
で
も
あ
っ
て
、

と
の
「
友
情
論
」
並
に
「
老
年
論
」
は
、

カ
エ
サ
ル
と
和
解
し
、
ヵ
ェ
サ
ル
の

寛
大
た
赦
昂
却
を
得
た
西
紀
元
前
四
七
年
よ
り
、
カ
エ
サ
ル
が
作
れ
て
、
キ
ケ
ロ
が
再
び
政
界
に
呼
び
戻
さ
れ
る
西
紀
元
前
四
四
年
の
聞
の

二回
M
M

著
作
で
あ
っ
て
、
そ
の
西
紀
一
五
前
四
七
年
よ
り
四
四
年
の
聞
は
、
キ
ケ
ロ
は
全
く
政
治
生
活
か
ら
離
れ
、
不
偏
不
黛
に
、
如
何
怒
る
黛
に

属
す
る
人
と
も
等
し
く
交
っ
た
。
間
よ
り
彼
む
協
和
的
性
格
に
も
困
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
蛍
時
一
彼
程
多
数
の
親
し
い
友
人
を
有
つ

た
も
の
は
友
か
っ
た
。
か
ふ
る
キ
ケ
ロ
の
境
遇
の
影
響
に
も
蹄
因
す
る
む
で
あ
ら
う
が
、
彼
は
極
ゐ
て
日
常
的
、
具
懐
的
性
格
を
、
「
老
年

論
」
で
大
カ
ト
ー
を
し
て
語
ら
し
め
て
ゐ
る
中
に
出
し
て
来
て
・
ゐ
る
。
大
カ
ト
ー
は
常
に
同
友
倶
柴
部
（
田
oa包
山
富
田
）
を
も
っ
て
ゐ
た
。

そ
の
同
友
倶
一
業
部
は
、
政
治
的
目
的
の
も
の
で
も
な
く
、
氏
族
集
潤
維
持
の
目
的
の
も
の
で
も
な
く
、
宗
教
的
た
も
の
で
も
た
く
、
親
誼

の
意
味
で
な
し
に
、
唯
共
生
的
目
的

2
0円
岳
0
8
ロ
己
話
回
匂
ロ
『
H
V
8
0
0巴
司
）
の
た
め
の
も
り
で
あ
っ
て
、

ハ
盤
剖
V

る
。
従
っ
て
披
は
「
毎
日
近
隣
の
回
合
人
建
を
も
っ
て
舎
席
（

gロ
i
i
z
B）
‘
の
座
を
瀦
し
て
ゐ
る
」

3
0
8
5
0
Z
F
出
4
・
8
）
。
か
与
。

気
軽
た
性
格
な
も
の
で
あ

る
意
味
で
キ
ケ
ロ
が
こ
の
「
老
年
論
」
で
述
べ
る
＝
の

g
i
iロ
B
・3

は
共
生
的
饗
宴
、
生
の
饗
宴
で
あ
る
。

キ
タ
ロ
a
O

「
友
情
論
」
の
一
考
察
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キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
一
八

査
し
ア

p
ス
ト
テ

ν
ス
の
「
－
－
コ
マ

4

コ
ス
倫
理
墨
書
」
の
「
生
を
共
に
し
て
ゐ
る
と
と
〈

3
q
C
3
3
程
友
人
た
る
の
特
色
は
た
い
」

（伺－

zns＠
・
閉
・
ロ
勾

σ）
と
か
、

「
友
人
が
存
在
し
て
お
る
と
と
は
、

友
人
と
生
を
共
に
す
る
と
と
邸
ち
ロ
ゴ
ス
や
思
考
を
共
に
す
る
と

何
故
・
な
ら
ば
と
の
や
ろ
に
し
て
生
を
共
に
す
る
と
云
ふ
と
と
は

一宮ふ
ζ

と
（
R
b
hで

S
E守
主
コ
ミ
R
R
H叩
句

h
a
s
h
a
n
）
に
が
、
て
で
あ
る
。

P
P
H
H
4可
。
ぴ
）

と
か
の
文
章
に
見
え
る

牧
獣
に
つ
ν、
て
の

E 如－
g，え
Cl 
C 
J、
吋喧3

"= 

同
一
場
所
に
棲
息
し
て
ゐ
る
と
と
で
は
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」

B
－
Z
P

z

h
ロミ

e
E守
主
『
S
回、
h
a
M
匂
司

R
E
E
n
－－除、

並
に

前
越
の
キ
ケ
ロ

D

人
聞
に
於
て
生
じ
、

t
n
S
4写
吉
田
＝
（
生
を
共
に
す
る
〉

並
に

「
Z
曲

O
H
g
s
s
・－
を
酒
宴
む
一
快
柴
よ
り
も
善
い
と
す
る
」

む
言
葉
と
一
致
す
る
と
と

が
知
ら
れ
る
。
と
れ
よ
り
見
る
と
、
人
聞
が
「
共
に
生
き
る
」
と
一
宮
ふ
と
と
は
、
動
物
む
集
合
、
棲
息
と
異
る
離
は
、

ロ
ゴ
ス
の
土
に
共
に
生
き
る
と
と
が
人
聞
の
「
共
生
」
の
特
徴
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
キ
ケ
ロ
の
場
合
で
は
、
尤
も
頬
軽
た
響
宴
0

．2
0
8丘
4zsz
で
は
あ
る
が
、
響
宴
D
際
の
談
話
ハ
思
円

B
8
2〉
は
官
ゴ
ス
む
臆
酬
で
あ
る
。

ロ
ゴ
ス
を
共
に
し

そ
の
響
宴
は
ロ
ゴ
ス
を
も
っ
人
聞
の

集
り
に
は
襲
り
は
た
い
。

「
老
年
論
」
並
に
「
友
情
論
」
は
、
共
に
キ
グ
ロ
（
蛍
時
、
六
十
二
議
）
の
親
友
テ
イ
ト
ウ
ス
・
ポ
ム
ポ
1
－一

ウ
ス
・
ヂ
ッ
テ
イ
ク
ス
（
国
冨
印
刷

V
O
B
3
2
5
k
p
E
g曲
晶
画
時
‘
六
十
－
L
刊
以
u

に
捧
げ
ら
れ
売
も
む
で
あ
り
、
共
に
雨
論
。
序
章
か
ら
知
ら
れ

る
や
ろ
に
、

a

「
私
に
も
貴
方
に
ら
共
遁
の
も
C
で
あ
る
と

D
重
荷
邸
ち
既
に
差
迫
っ
て
ゐ
る
か
、
と
に
か
く
迫
り
燕
つ
L
あ
る
老
境
か
ら
、

貴
方
も
私
自
身
も
菟
れ
度
い
と
希
ん
で
ゐ
ま
す
」
と
あ
る
や
ろ
に
、
老
年
と
一
宮
ふ
も
む
を
弘
訂
正
ひ
に
慰
め
ム
ロ
ふ
震
に
、
ア
ッ
デ
ィ
ク
ス
に

捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
「
友
情
論
」
の
方
は
、

「
私
は
極
め
て
深
い
友
情
を
も
つ
も
む
と
し
て
、
友
情
に
つ
い
て
、
友
人
に
宛
て

L
書
い
た
も
の
で
あ
る
」
。
「
ζ

れ
を
讃
み
・
な
が
ら
、
君
は
君
自
身
を
そ
む
中
に
認
め
る
で
あ
ら
ち
」
と
、
両
論
共
に
老
人
が
老
人
に
封
し

て
、
相
互
に
慰
め
合
ふ
翁
に
キ
ケ
ロ
に
よ
り
彼
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
雨
論
は
前
越
も
し
党
如
く
、
同
年
に
書
れ
て
ゐ
る
。
査
し

両
論
は
思
想
的
に
直
接
に
は
、

聞
係
は
・
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

「
老
年
論
」
に
於
け
る
と

c
z
gロ
乱
乱
回
目
＝

の
問
題
と
寸
友
情
論
」

library
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の
「
友
情
」
白
思
想
と
は
直
接
に
闘
係
が
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
た
い
。

を
も
っ
て
語
ら
れ
て
ゐ
る
所
は
な
い
が
、
少
〈
と
も
「
友
情
論
」
の
思
想
は
士
。
。
ロ
iJAロ
自
＝

確
に

z
gロ
i
iロ
B
：
自
瞳
は
詩
論
で
は
友
情
と
直
接
の
関
係

し
な
い
か
と
思
ひ
、

「
友
情
論
」
の
友
情
を
探
究
し
て
行
く
時
、

ア
リ
ス
ト
テ

ν
む

‘
品
百
？
と

a

と の
問
題
と
何
等
か
の
閥
係
は
あ
り
は

＝叶
N
v
q
E
ハ叩恒三、

の
問
題
に
到
達

し
、
キ
ケ
ロ
の

E
gロ
三
4
E
B
＝
と
ア
リ
ス
ト
テ

ν
ス
の
ま

2
2
Sて
・
に
思
ひ
を
歪
す
時
、
キ
ケ
ロ
の
友
情
が
、

aagロ
Z
E
B
Z

の
言
葉
に
於
て
、
更
め
て
見
た
ほ
さ
れ
、
国
苦
し
く
な
い
草
た
る
「
饗
宴
」
の
意
味
の

z
gロ
己
4
E
B
＝
で
あ
る
が
、
そ
の
止
の
O
ロ
4日
s

イ
ロ
目
＝
に
於
て
、

Z
M
W
E
X
E
m
－
－
が
興
味
深
く
た
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
キ
ケ
ロ
の

z
n
oロ
i
i
z
B

の
語
原
分
析
と
そ

の
意
義
に
興
味
の
惹
れ
る
も
り
あ
る
を
感
ゃ
る
の
で
あ
る
。

友
情
と
一
耳
ふ
も
の
が
、
前
越
も
し
た
如
く
、
友
情
を
貫
く
根
本
原
理
は
「
善
き
人
聞
の
閣
で
た
け
れ
ば
、
友
情
は
存
在
し
得
友
い
」
と
・

一宮ひ、

キ
ケ
ロ
の
か
L
る
友
情
。
成
立
の
可
能
・
怒
る
人
聞
の
数
は
、
二
人
或
は
少
人
数
と
一
耳
ふ
と
と
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
他
方

人
聞
が
「
共
に
生
き
る
」
最
高
度
の
も
の
は
、
園
家
と
云
ふ
共
同
憧
で
あ
る
。
か
く
し
て
キ
ケ
官
の
云
ふ
「
徳
の
優
位
せ
る
友
情
」
は
、

園
家
と
一
冨
ふ
共
同
檀
む
中
で
は
成
立
し
得
た
く
た
っ
て
来
る
。
叉
キ
ケ
ロ
自
身
こ
の
雨
論
を
書
い
た
後
、
カ
エ
サ
ル
が
暗
殺
さ
れ
党
西
紀

元
前
四
四
年
に
再
び
政
界
に
障
り
、
園
家
の
指
導
者
た
る
白
地
位
を
獲
得
し
て
ゐ
る
。
と
の
と
と
は
資
践
的
ロ
ー
マ
人
た
る
キ
ケ
ロ
の
賓

元
的
行
動
と
彼
の
理
論
と
ぽ
矛
盾
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
に
於
け
る
か
L
る
ア
ポ
リ
ア
を
、
彼
は
如
何
に
し
て
克

服
し
て
ゐ
る
む
で
あ
ら
う
か
。位）

以
上
の
如
き
、

キ
ケ
ロ
む
「
友
情
論
」
の
ア
ポ

F
ア
は
、

叉
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
親
愛
（
全
ど
a）
論
」
に
於
て
も
見
出
さ
れ
る
。

キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
’
の
一
考
察

一
一
九
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キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
・
の
一
考
察

一
一
一
O

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
も
完
全
な
意
味
で
の
親
愛
は
善
き
人
々
の
閣
の
邸
ち
徳
に
闘
し
℃
類
似
的
危
人
々
の
閣
の
親
愛
で
あ
っ
売
。
従
つ

て
親
愛
は
徳
を
も
っ
た
善
き
人
聞
の
聞
で
起
る
も
の
で
あ
り
、
善
き
人
と
生
を
共
に
す
る
と
と
で
あ
り
、
徳
D
ナ
・
ぐ
れ
た
人
と
共
に
生
き

る
と
と
に
あ
り
、
徳
の
す
ぐ
れ
た
人
と
共
に
生
活
す
る
と
と
程
親
愛
は
完
全
で
あ
り
、
人
閣
の
幸
踊
も
そ
と
に
あ
る
。

「
－
一
コ
マ
コ
ス
倫

理
皐
書
」
に
於
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
「
幸
帽
の
生
」
を
も
っ
て
究
極
的
善
と
す
る
問
題
は
、
か
L
る
菩
き
人
々
の
親
愛
関
係
に
於
て

満
足
さ
れ
て
凍
る
。
か
L
h
a
徳
に
従
つ
て
の
親
愛
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
主

「
多
数
の
－
A
々
、
と
共
に
生
き
る
と
と
即
ち
自
己

を
多
数
の
人
々
と
の
聞
昭
分
割
す
る
こ
と
の
不
可
能
で
あ
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
開
－

zn－ups－
口
三
世
）
。
叉
「
多
数
の

λ
々
に
針

し
て
親
密
に
悦
び
も
し
悩
み
も
す
る
と
云
ふ
乙
と
は
あ
り
得
な
い
」
（
日

za－
－
「
所
で
恐
ら
〈
出
来
る
隈
り
の
多
人
数
の
友
と
共
に
生
き
る

と
一
耳
ふ
と
と
で
は
な
く
て
、
生
を
共
に
す
る
に
充
分
友
丈
け
の
人
数
で
あ
る
方
が
よ
い
で
あ
ら
ろ
」
（

E
P）
。
彼
は
こ
の
や
ろ
に
と
の
親

愛
に
於
け
る
人
数
を
少
数
者
に
限
定
せ
し
め
て
ゐ
る
。

然
る
に
園
家
は

a
J
F
2
3て
・
の
最
高
の
共
同
憧
で
あ
る
。

親
愛
と
正
〈
叶
巴

九

w
m
h
n
H
さ
で
）
と
は
同
じ
事
柄
。
同
じ
人
々
の
聞
に
存
す
る
。
即
ち
凡
ゆ
る
共
同
盟
に
於
て
特
有
た
E
と
親
愛
が
認
め
ら
れ
、

人
々
。
共
同

性
の
限
度
に
臆
じ
て
親
愛
や
E
の
限
度
が
存
す
る
。
共
同
的
で
あ
る
も
の
程
親
愛
は
密
で
あ
り
、

然
る
に
凡
て
共
同
憧
は
構
成
員
の
功
盆
（
q
c
b
官
三
ミ
ぬ
）
を
卸
ち
生
活
高
低
む
程
度
に
陸
じ
て
必
要
を
捕
す

親
愛
の
密
た
入
品
川
に
劃
す
る
程
正
も

そ
の
要
求
を
増
大
す
る
。

震
の
結
合
で
あ
り
、

「
正
と
は
共
同
的
功
盤
（
乱

E
ミ
守
さ
さ
み
も
ロ
る
に
外
ιな
ら
た
い
と
一
宮
は
れ
て
ゐ
る
」
宙
－

zn・・③
w
m
y

ロg
曽）。

査
し
園
家
共
同
盟
も
亦
元
来
功
益
の
震
に
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
。

一
部
分
で

園
家
共
同
髄
は
目
前
的
危
功
益
で
は
な
く
て
我
々
の
生
活
全
憧
（
？
雪
量

園
家
以
外
の
も
ろ
も
ろ
の
共
同
髄
は
す
べ
て
園
家
的
友
そ
れ
D

あ
っ
て
、
部
分
的
な
仕
方
で
功
益
を
希
求
し
て
ゐ
る
が
、

と
与
に
、

親
愛
の
上
に
優
位
を
占
め
て
ゐ
た
も
む
が
、
そ
D
問
者
の
位
置
が
轄
倒
し
て
、
園
家
の
共
同
盤
的
親
愛
が
優
位
を
占
め
て
来
る
。
蓋
し
朋

叶
か
で
も
～
宅
）
に
郎
し
て
の
そ
れ
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

朋
友
関
係
に
於
け
る
徳
に
従
っ
て
む
親
愛
が
園
象
的
共
同
盟
的
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，
友
的
親
愛
が
優
位
を
占
め
た
・
の
は
徳
を
第
一
旬
と
し
て
む
善
人
の
聞
で
の
親
愛
で
あ
っ
・
た
か
ら
で
あ
る
D

何
故
た
ら
ぽ
徳
は
快
と
か
有
用
よ

り
優
位
に
立
つ
と
む
理
由
か
ら
し
て
、
血
族
的
親
愛
も
共
同
盟
的
親
愛
も
、
朋
友
的
親
愛
の
下
位
に
あ
っ
た
・
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
前

越
も
し
た
如
く
、
園
家
の
共
同
僅
と
云
ふ
も
の
が
、
最
高
の
功
益
を
目
指
に
し
て
も
、
我
K

の
生
活
全
懐
に
従
つ
て
の
そ
れ
を
希
求
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
翠
た
る
賞
用
的
功
益
と
は
具
る
も
の
で
あ
る
。

E
叉
人
聞
が
本
性
的
に
一
位
合
的
動
物
で
あ
る
怒
ら

ぽ
、
か
L
る
人
間
む
本
性
上
、
最
高
の
共
同
盟
た
る
園
家
に
於
て
、
親
愛
は
そ
の
究
極
む
姿
を
見
な
け
れ
ば
た
ら
・
な
い
。
か
と
じ
て
「
親

愛
が
封
他
的
延
長
と
し
て
、

E
義
と
共
に
封
他
的
危
徳
む
一
種
、

叉
は
之
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
否
更
に
正
義
よ
り
も
効
果
的
た
協
和

を
作
り
出
す
も
の
と
し
て
、
共
同
盟
の
基
礎
を
震
す
こ
と
は
、
或
る
意
味
で
、
桐
人
と
園
家
社
合
む
紐
替
を
鴛
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
然

し
乍
ら
乙
の
聯
繋
は
極
め
て
外
商
的
で
あ
っ
て
、
第
一
義
的
た
親
愛
の
働
き
で
は
た
い
」
（
安
藤
孝
行
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
V

ス
の
倫
理
由
場
、
一
八

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
親
愛
の
ア
ポ
リ
ア
の
解
決
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
鴬
を
得

た
も
の
で
は
な
い
。
キ
ケ
ロ
に
も
同
様
の
ア
ポ

F
ア
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
t

ふ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ア
ポ

p
ア
を
、
キ
ケ
官
ぼ
如

六
貰
）
。
か
よ
ろ
に
親
愛
の
讃
充
や
促
進
が
、

怖
に
し
て
克
服
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

キ
ケ
ロ
む
友
情
論
も
、
徳
が
第
一
で
あ
り
、
友
情
が
第
二
で
あ
る
。
善
人
の
聞
で
・
な
け
れ
ば
、
友
情
は
成
立
し
得
・
恐
か
っ
た
。
乙
れ
は

ア
F
ス
F
テ
レ
ス

C
考
へ
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

「
徳
に
従
つ
て
の
友
情
」
と
云
ふ
場
合
、
叉
善
き
人
の
徳
と
一
式
ふ
場
合
、
そ

。
徳
な
り
、
警
は
、

「
自
然
に
従
っ
て
生
き
る
」
と
一
宮
ふ
「
自
然
の
謹
乙
で
あ
っ
て
、

ス
ト
ア
的
思
想
で
あ
っ
党
。
か
t
A

る
思
想
に
基
く

友
情
は
利
己
主
義
的
危
も
の
で
は
念
い
が
、
個
人
主
義
的
た
も
の
で
あ
る
。
か
L
る
個
人
主
義
的
友
情
が
全
僅
主
義
的
友
情
と
怒
っ
て
、

園
家
と
一
耳
ふ
共
同
盟
に
於
て
成
立
さ
れ
て
行
く
の
は
如
何
に
し
て
で
あ
ら
う
か
。
キ
ケ
官
は
云
ふ
、
「
然
り
、

ア
グ
リ
グ
ン
ト
ゥ
ム
〈
〉
m－

円
四
ぬ

S
Z
B）
む
或
る
哲
拳
者
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
詩
の
中
で
、

か
う
歌
ひ
上
げ
党
と
一
宮
は
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
森
羅
寓
象
の
凡
ゆ
る
世
界

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察
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キ
ケ
司
自
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一一一一一

に
於
て
、
静
止
す
る
も
の
も
運
動
す
る
も
の
も
、
友
情
（
自
民
巳
民
凶
）
が
と
れ
を
結
び
（

gロ
可
怪
奇
O
〉
、
一
不
和
（
島
田

g
E
S）
が
こ
れ

を
離
反
（
色
首
位
H
H
R
O
〉
さ
せ
る
。
’
市
も
こ
れ
を
凡
て
の
人
聞
が
理
解
し
、

〈

H
F
E）
と

ozozgo一
円
。
脚
註
に
よ
れ
ば
、
ア
グ
リ
ゲ
シ
ド
タ
ム
む
或
る
哲
事
者
と
は
エ
ン
ペ
ず
ク
レ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

行
震
に
よ
っ
て
認
知
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
」
（
ロ
叩

m
g
w
E
P

従
っ
て

風
の
四
元
素
と
な
し
た
。
と
の
四
元
素
は
愛

門
位
制
》

〈a
E
h

』色叶常
H

R

H

叶
由
も
『
や
〉
即
ち
和
に
よ
っ
て
結
合
し
、
惜
〈

E
町H
c
q
目
立
吉
町
）
郎
ち
不
和
に
よ
っ
て
分
離
す
る
。
世
界
宇
宙
の
寓
物
は
と
D

と
L
に
於
て
キ
ケ
ロ
が
述
べ
る
所
は
エ
シ
ペ
ド
ク

ν
ス
の
思
想
で
あ
る
。
即
ち
エ
シ
ベ
ド
ク

ν
ス
は
宇
宙
の
寓
物
の
生
成
。
根
と
も
一
宮
ふ

ペ
き
も
む
を
元
素
（
q
g
Q
a
a）
と
名
付
け
た

M
M

と
れ
を
四
つ
に
数
へ
、

地
、
水
、
火
、

エ
シ
ペ
下
ク
V

ス
は
愛
と
惜
、
部
ち
友
情
と
不
和
と

に
よ
っ
て
、
世
界
寓
物
の
生
成
、
消
滅
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

ζ
L
に
キ
ケ
ロ
が
エ
シ
ペ
下
ク
V

ス
の
思
想
を
も
ち
出
し
て
、
高
物
成

立
の
根
本
原
理
と
し
て
の
友
情
を
示
し
、
と
れ
を
ス
ト
ア
の
「
自
然
（

B
E
E）
」
の
考
へ
に
歩
み
寄
せ
、

二
つ
の
働
さ
に
よ
っ
て
、
結
合
し
て
生
起
し
た
り
、
分
離
し
て
滑
誠
し
た
り
す
る
。

友
情
の
個
人
主
義
性
と
金
値

主
義
性
の
蓮
繋
、
調
和
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、

キ
ケ
ロ
の
・
賞
践
的
性
格
が
と
れ
に
拍
車
を
か
け
て
、

と
の
蓮
繋
、
調
和
を
理
論
的
問
題

の
解
決
に
訴
へ
や
し
て
？
費
践
的
具
盤
的
領
域
に
於
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

キ
ケ
官
は
吹
の
如
く
、

ス
ト
ア
源
の
人
々
を
非
難
し
て
一
耳
ふ
、
「
徳
〈

i
H
E
S
を
も
っ
て
、
頑
同
友
融
通
の
き
か
た
い
、
一
宮
は
ぽ
銭
む

や
ろ
な
性
質
の
も
の
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
な
す
や
ろ
な
ス
下
ア
流
の
人
々
（
累

m
g
g
R
の
脚
註
）
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
た
い
。
資
－

に
徳
は
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、

優
し
く
（
同

g
o
E）
且
つ
柔
軟
性
の
も
の
（
神
話
。

S
E民
田
〉
で
あ
る
。

・・・・・」

（U
O
胆
自
由

n
E
P
M
H
H
F
a）
と
。
キ
ケ
ロ
は
、

ス
ト
ア
波
の
人
え
の
徳
の
考
へ
方
を
援
和
し
て
考
へ
て
、
徳
に
、
取
扱
ひ
の
弾
力
性
を
も
た

せ
て
ゐ
る
。
人
聞
の
魂
と
一
耳
ふ
も
の
は
定
規
的
た
も
の
で
は
た
〈
、
場
合
に
醸
じ
て
揖
大
牧
縮
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
徳
と
云
ふ
警

ス
F
ア
の
一
耳
ふ
智
者
や
華
同
き
人
々
の
聞
の
み
で
は
・
な
く
て
、
友
情
の
範
園
を
損
げ
て
行
〈
。

「
彼
等
〈
ス
ト
ア

に
絶
つ
て
の
友
情
に
も
、
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減
の
人
々
〉
は
、
何
人
も
智
者
（
由
印
刷
弘
吉
田
）
で
・
な
け
れ
ば
善
き
人
（
乱
円

σ
s
g）
で
は
た
加
と
一
苫
ふ
り
で
あ
る
b

そ
れ
は
確
に
そ
う
で

あ
ら
ろ
が
、

然
し
彼
等
の
解
轄
す
る
所
で
は
、
死
す
べ
き
人
聞
の
何
人
も
、
未
だ
乙

D
智
渚
の
域
ま
で
到
建
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ

る
。
然
し
我
々
は
そ
れ
を
作
り
事
や
皐
危
る
希
望
に
麗
す
る
と
と
と
し
て
見
な
〈
て
、
世
間
一
般
生
活
の
賓
践
の
中
に
あ
る
も
り
と
し
て

見
な
け
れ
ぽ
・
な
ら
な
い
」
（
日
E
a－－〈－
H

∞）。

キ
ケ
ロ
に
於
て
は
、
智
者
と
か
善
き
人
k

の
概
念
が
ス
ト
ア
波
に
於
け
る
や
う
た
理
想
的
人

聞
に
見
出
そ
ろ
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
現
賞
的
人
聞
の
中
に
、
世
間
で
、
智
者
で
あ
り
、
善
き
人
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
に
見
出
そ

ろ
と
す
る
の
で
あ
る
。
事
賞
、

ハ
詰
担
u

ス
の
人
々
が
智
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
や
ろ
に
ス
ト
ア
の
智
索
、
賢
人
の
概
念
が
緩
和
さ
れ
、
具
憧
的
性
格
を
帯
び
て
来
て
ゐ

と
の
「
友
情
論
」
で
も
、
小
ス
キ
ビ
ォ
、
ラ
エ

F
ウ
ス
、

マ
ル
ク
ス
・
カ
ト
1
、
ル
キ
ウ
ス
・
ア
キ
リ
ウ

る
。
ス
ト
ア
の
智
者
の
意
味
む
か
L
る
賞
践
領
域
へ
の
近
付
き
に
よ
り
、
更
に
か
与
る
智
者
の
徳
に
基
く
友
情
の
範
囲
が
損
大
さ
れ
て
、

ま
す
／
1
1
賓
践
的
領
域
へ
と
歩
み
を
移
す
。
－

J

然
し
乍
ら
、

と
の
畠
田
谷

o
E宮
田
）
は
叉
同
時
に
多
数
の
人
々
（
自
己
件
目
白
色
。
）
に
も
闘
り
を

も
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
何
故
た
ら
ぽ
、
徳
（
誌
尽
出
血
）
は
人
情
の
な
い
も
の
（
宮
町
ロ
B
g
m）
で
も
た
く
、
世
に
壷
す
奉
公
の
心
を
も
た
・
た

い
も
の
（
官
自
己
邑
田
）

で
も
た
く
、

倣
慢
友
も
り
（
田
ロ
旬
。
吋
ず
白
）
で
も
な
く
、

進
ん
で
一
般
大
衆
を
（
旬
。
u
g
H
O曲、ロロ凹
4
2
8曲
）
護
り
、

常
に
民
衆
の
震
に
最
も
よ
く
謀
ゐ
も
の
で
あ
る
。

若
し
徳
が
大
衆
（

g
－mg）
へ
の
慈
愛
（

S
門
店
自
）

を
嫌
忌
す
る
も
の
で
あ
る
た
ら

ぽ
、
そ
れ
は
確
に
か
う
一
耳
ふ
こ
と
は
た
い
誇
で
あ
ら
ろ
」
（

E
F
凶

2
・
8
）
と
キ
ケ
ロ
は
越
ベ
る
。
彼
は
極
め
て
常
識
的
具
種
的
に
詮
明

少
数
の
人
々
の
聞
に
し
か
成
立
し
得
た
か
っ
売
も
の
が
、
大
衆
性
を
帯
び
て
来

し
て
ゐ
る
。

と
の
や
う
に
し
て
、

徳
第
一
白
友
情
は
、

る
。
友
情
の
本
質
論
か
ら
一
耳
へ
ぽ
、
極
め
て
個
人
主
義
的
傾
向
の
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、

z
gロ
J
A
4吉
田
＝
と
一
宮
ふ
友
情
の
最
高
度

の
在
り
方
、
友
情
の
存
在
論
か
ら
す
れ
ば
、
全
憧
主
義
的
傾
向
を
も
っ
て
来
て
、
キ
ケ
b
の
友
情
論
。
内
部
に
か
・
ふ
る
矛
盾
、
ア
ポ
リ
ア

が
生
じ
・
売
が
、
右
に
述
べ
る
が
如
く
、
乙
の
矛
盾
を
常
識
的
に
具
憧
的
に
、
賓
践
的
に
解
決
し
て
ゐ
る
。
友
情
に
於
け
る
徳
性
（
乱
『
宮
白
）

キ
ケ
冒
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察
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キ
ケ
廿
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
一
一
四

の
個
入
世
と
、
友
情
の
活
動
官

n
g
g
に
於
け
る
金
憧
性
と
の
結
帯
と
し
て
、
貴
践
的
行
潟
を
も
っ
て
、
と
れ
に
充
常
し
て
ゐ
る
。

議
し
、
冨

am閉
口
寄
も
、
そ
の
序
言
〔
富
・
吋
ロ
－
E
Q
O
O円。ロ
Z
F
B罫
Hω
品

O
M
W
H
E
R
E
ω

一
2
W
5
2
3ロ
ロ
吋
・

CMWユ
冨

o
E
8
0叶・

回目ロ－
o広
ロ
ロ
胸
、

ωa
印）

ア
F
ス
ト
テ
レ
ス
と
ス
ト
ア
の
雨
思
想
の
融
合
は
十
分
に
成
功
し
て
ゐ
る
と
は
一
宮
へ
・
な
い
し
、

文
友
情
論
に
於
け
る
個
と
金
憧
と
の
ア
ポ

F
ア
も
理
論
的
に
は
十
分
に
解
決
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
一
軍
へ
・
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
拳
の
刺
戟
に
感

受
じ
、
展
開
さ
ー
せ
た
友
情
論
で
あ
る
が
、
安
践
的
官

l
マ
人
た
る
キ
ケ
官
に
は
、
と
れ
以
上
む
も
の
を
望
む
乙
と
は
出
来
た
い
の
か
も
知

円
絵
師
V

ζ

の
ア
ポ
リ
ア
は
、
。
理
論
的
に
は
十
分
に
解
決
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
一
宮
へ
な
い
。

に
一
宮
ふ
が
如
く
、

れ
な
い
。
少
く
と
も
、

と
の
著
作
、
「
友
情
論
」
で
は
、

註
－

何
回
口
言
】
O
官
白
色
町
切
『
町
宮
ロ

E
n
P
4
0】・

5
u・
∞
。
。
（

σ可
。
。
ロ

noロ
項
目
白
径
四
ユ
可
）
に
よ
れ
ば
、
公
印
刷

n門
戸
時
間
♀

Z
E
－
－
ぼ

J

R田
町

Y
H会

Vo－
M3・

2
p
n
R
m・－
H
J
o
g
m
w
w
o
i
と
云
ふ
夙
に
諸
原
分
析
し
、
ラ
テ
ン
語
の
ζ

の
言
葉
は
「
明
書
化
〈

g
n
E
E
N
a
sロ
｝
」
の
献
を
明
か
に
し
、
《
プ
ラ

・4
誇

の

ご
H
U
三

は

金

融

且

の

屠

殺

を

中

心

的

性

格

と

な

し

て

ゐ

る

。

動

物

犠

牲

（

担

ロ

目

白

色

回

目

ロ

ユ

出

gv
が
「
進
化
」

へ
プ
ラ
イ
誇
の
意
味
で
は
、

の
怠
味
の
歩
な
ら
ず
、
そ
の
語
原
的
意
味
を
最
も
よ
く
表
は
じ
て
ゐ
る
。

教
2

倫
、
ロ
ロ
同
日
向
冊
目
g
u
F
g
沙
門
岡
田

g
e
m
g叩
同
昌
弘
円
借
島
市
ニ
恒
三
m
H色
町
肉
紅
白
血
PMMMM・
ぉ
。
1Sω
・
及
び

ωヨ
席
目
H
U
F叩
n
E吋
自
由
。
ロ
忌
叩
円
。
－
問
問
問
。
ロ

註
B

。同

ω。
s
n
B
P
2・
H
M

・
同
区
を
参
照
。
並
に
註
7
（
a
）
を
見
上
。

同ロ
nURN－OMM担
史
民
胆
切
円
同
窓
口
口
問
円
加
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
目
。
ユ
ロ
胆
同
司
白
血
－
ロ
ユ
凶
n
g
で
あ
る
。

註
4

タ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
供
犠
と
饗
宴
は
金
〈
縛
換
さ
れ
る
ぺ
き
言
葉
で
あ
る
」
（
司
円
即
日
庄
司
由
ロ
ロ
ロ
ロ
同
P
〈

o－－

p
u・
ω由
自
）
と
述
べ
、
同
oam・

8
P
国

o
o
w
R
と
共
に
供
犠
と
饗
笠
宮
と
の
同
一
一
性
を
認
め
る
。

註
5

全
く
紳
に
奉
納
せ
ら
れ
る
供
犠
と
、
神
と
人
と
が
共
に
食
べ
る
供
犠
と
の
聞
の
直
別
は
、
注
意
深
い
取
扱
ひ
を
市
賞
す
る
。

ν
ピ
記
の
律
法
の
定
め

F
H

よ
る
へ
プ
ラ
イ
人
の
後
期
の
！
形
態
に
あ
っ
て
は
明
確
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
前
者
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
穀
物
の
奉
献
物
、
三
回
目
ロ
．

HWI－
－
が
祭
袖
慌
の

上
で
焼
か
れ
な
い
限
り
ほ
こ
れ
佼
祭
司
に
奥
へ
ら
れ
、
動
物
供
犠
の
中
で
は
、
岡
野
祭
、
火
祭
、
爆
祭
が
と
れ
に
麗

L
た
。
大
低
由
葬
祭
は
、
幾
祭
で
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は
な
く
て
、
焼
か
れ
な
い
部
分
は
祭
司
に
節
し
た
。
後
者
の
種
類
に
は
、
な
日
明
。

σ島
問
同
ロ
＝
或
は

R

由げ－
mw
－
a口問
B
3
（
皐
数
で
は
、

2
N
F
p
f
・
－
或
は

£
曲
目
＆

Z
5
3）
が
麗
し
た
。
こ
れ
は
す
ぺ
て
の
誓
遁
の
祭
油
供
犠
、
香
ひ
と
自
由
意
志
の
供
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
血
と
内
臓
の
隙
肪
は
紳
の
分
で
あ

り
、
そ
の
残
像
の
お
こ
ぼ
れ
の
分
は

I
l
－
－
定
の
額
を
司
祭
の
信
侶
に
支
扮
っ
て
で
あ
る
が
！

l
、
交
り
の
饗
宴
を
居
刷
す
た
め
に
櫨
拝
者
に
下
げ
賜

時
同
日

は
ら
れ
る
（

ωヨ符
V
U
目

g
p・
MM－
Nω
由
同
・
参
照
）
。

ス
ミ
ス
（
同
区
仏
・
）
に
上
れ
ば
、
胤
は
、
血
の
様
供
（
ロ

σ胆昨日
O
ロ
）
と
し
て
行
は
れ
る
。
一
般
的
に
云
へ
ば
、
こ
れ
は
セ
ム
民
族
共
遜
の
慣
行
で
あ

づ
て
、
葡
萄
酒
の
漉
供
（
仏
ユ
ロ

wzmゐ
阿
倍
w
ユ
ロ
拘
）
は
或
る
意
味
で
原
始
的
な
血
の
供
物
の
模
倣
で
あ
り
、
肌
は
特
別
に
生
命
の
座
で
あ
り
、
叉
獲
の

潟
の
要
求
で
も
あ
り
、
葡
萄
酒
は
、
士
附
記
（
九
の
一
一
ニ
）
の
ヨ
E
T

ム
の
言
葉
に
あ
る
や
う
に
、

ふ
茶
礎
的
観
念
に
義
く
。
倫
供
犠
饗
宴
に
於
け
る
パ
ン
と
葡
萄
酒
は
、
供
犠
と
し
て
は
副
次
的
な
意
味
で
、
供
犠
肉
を
食
べ
る
場
合
、
球
上
〈
曲
定
か

な
食
事
を
つ
〈
る
必
要
な
添
物
で
あ
る
。
例
へ
ば
へ
プ
ラ
小
人
の
場
合
の
如
く
で
あ
る
。

「
紳
と
人
と
を
悦
ば
し
む
る
も
の
」
で
あ
る
と
云

註
7
（
a
）
デ
ユ
ル
ケ
ム
も
同
様
に
「
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
」
で
ス
ミ
ス
の
供
蟻
食
の
ヨ
シ
ミ
Z

E

オ
ン
の
訟
を
供
犠
の
本
質
的
要
素
の
一
つ
と
し
て
認

め
て
ゐ
る
（
古
野
清
人
語
、
下
拳
一
七
二
、
三
頁
）
が
、
ス
ミ
ス
が
コ
ン
ミ
Z

ニ
オ
ン
は
「
単
に
供
犠
ー
の
本
質
的
要
素
の
も
伊
な
ら
ず
、
少
く
と
も
起
源

で
は
、
そ
れ
は
唯
一
の
要
素
で
あ
っ
た
ら
う
」
と
云
ふ
設
に
謝
し
て
、
デ
z

p
ケ
ム
は
「
供
峨
は
一
部
2

y
ミ
ュ
＝
オ
シ
の
一
一
過
程
で
あ
る
。
然
し

そ
れ
は
ま
た
劣
ら
ず
本
質
に
贈
奥
で
あ
り
、
放
棄
（
喜
捨
）
の
行
儀
で
あ
る
。
供
犠
は
常
に
信
徒
が
自
己
の
本
櫨
又
は
委
産
の
何
物
か
を
紳
に
委
ね
る

こ
と
を
相
判
定
し
て
ゐ
る
。
恐
ち
く
車
中
献
そ
の
も
の
は
ヨ
シ
ミ
Z

ニ
オ
ン
よ
り
も
恒
久
的
で
あ
る
（
古
野
清
人
欝
、
一
八
三
賀
）
」
と
逓
ぺ
て
ゐ
る
。

（
b
）

P
。
・
回

o
z
m
Z
2
は
な
の
。
包
同
区
一

E
巴
2
5
E柱
。
ロ
＝
で
供
犠
の
五
つ
の
動
機
を
拳
げ
て
ゐ
る
、
志
向
品
・
・
唱
－

S
）
。
即
ち

ω、
命
仰
（
脚
色
0
・

2
2
0ロ
）
、
問
、
感
謝
（

p
g
E包
4
山
口
問
）
、
尚
、
交
換
（

EHm伊
山
口
ロ
山
口
問
）
、
問
、
宥
和
（
喝
円
。
宮
町
田
神
山

B
R
M
M田恒
nmEO同
目
立
ロ
閃
）
、
刷
、
賎
隷

（
白
岡
田
弘
己
目
。
ロ

O
同
同
叩
宮
H
注
目
。
ロ
）
の
五
づ
を
拳
げ
、
供
犠
の
儀
鍛
は
命
仰
は
最
も
単
純
な
形
式
で
あ
り
、
宥
和
と
服
罪
は
密
接
に
結
合
さ
れ
る
と
述
べ

て
ゐ
る
屯
一
見
に
主
要
動
機
と
し
て
、
「
紳
と
の
共
食
守
口

O
B
Bロ
ロ
向
。
ロ

B
g－
ど
に
よ
る
刺
と
人
間
と
の
共
存
維
持
を
拳
げ
て
ゐ
る
（
日

E
P－
u－
mg。

k

呂
田
口
冨

g
N日
g
も
、
「
神
と
の
交
り
」
に
於
け
る
動
機
を
、
供
犠
の
一
つ
の
主
た
る
動
機
と
し
て
認
め
、
ス
ミ
ス
に
賛
怠
を
表
し
て
ゐ
る
（
回
目
白
件
。
弓

え・叫冊目白何回。

P
】＠

HAP－匂－
S
1
8）
。
倫
い
づ
れ
の
愚
者
も
、
動
物
供
犠
主

H
o
g
g
z
g
と
の
関
係
あ
る
こ
と
は
迷
ペ
て
ゐ
る
が
、

4
『・閃・
4
『岡山

mz

キ
ケ
官
。
「
友
情
論
L

の
一
考
務

一
二
五
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キ
ケ
官
。
「
友
情
論
」

O

一
考
察

一一一占／、

段、

EKF
阻
宮
内
田
刊
誌
・
副
支
払
－

o回
OHMVM可

O同
日
目
的
問
。
ロ
志
の
崎
市
一
第
「
朱
教
と
使
値
保
存
（
L
4
野
隆
誠
欝
九
O
貰
）
で
、
「
榊
と
の
焚
り
」
に
於
け
る

供
犠
は
、
同

o
g
B日
曲
目
か
ら
直
ち
に
後
遺
し
て
来
る
と
惑
ぺ
て
ゐ
る
。

（
巴
）
「
宗
欽
」
の
言
葉
を
一
郡
ず
英
語
の

R
S】
即
位
。
ロ
ョ
は
、
言
葉
そ
の
も
の
が
、
「
榊
と
の
交

p
｛

n
O
B
B
E巳
oロ
場
町
四
回
忌
叩
骨
広
三
」
と
一
氏
ふ

と
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
‘
．

H丘町向日
0
ロ
ミ
は
ラ
テ
ジ
諾
の
ま
吋
巳
紅
白
0

．．
 

か
ら
起
っ
て
ゐ
る

1
2
2
2
B・
o－
H
g
tお
）
は
「
脚
色
耳
目
本
性
に
づ

い
て
（

U
m
ロ
胆
宮
門
脚
色

g
g
g）
」
で
、
始
め
て
そ
の
語
原
分
析
を
し

RH冊目白色
0
3

は、

E
B－－
omRO－
－
の
動
調
か
ら
由
宜
伸
し
、
ょ

a
R叩
Z

と

は
、
「
取
上
げ
る
（

g
w
o
ロ
℃
）
」
、
「
集
め
る
（

m
a
Z
H）
」
、
「
数
へ
る
、
設
明
す
る
（

g
E
Z）
」
、
或
は
「
視
察
す
る
（

O
E
R
S）
」
即
ち
「
『
紳
と
の

焚
り
』
の
徴
を
視
る
こ
と
（
件
。
。

E
2一
円
。
答
申
白
山
関
口
曲

O同
丘
三
国
内

w
n
o
g
Bロロ凹
B
a
oロ
）
」
で
あ
り
と
し
、
他
方

F
R
Eロ
神
宮
田
（
〉
－

U
N
E
1

8
0）
段
、
制
度
（

Hロ
由
民
宮
件
目
。
ロ

g
）
で
キ
ケ
ロ
に
反
拠
出
し
、

ω四
円
三
宮
田
・
も

F
R
Sロ
件
吉
田
と
同
意
見
で
あ
る
。

ω
R
4
2曲
に
・
よ
れ
ば
、

22zm弘
0
3

は
会
話
a
ロ
m
R
O－
－
の
動
調
か
ら
由
来
し
、
よ
由
民

OHm－
－
と
は
、
結
合
す
る
こ
と
（

g
v広
島
）
で
あ
り
、
相
闘
関
係
官

S
F仲間
Oロ
岳
山
℃
）
の
窓
昧

で
あ
っ
て
、
即
ち
お
司
即
日
目

m向
。
＝
と
は
、
「
人
間
と
人
間
以
上
の
も
の
と
の
交
り
（

g
g
g
g
E
o
p
σ
四件当

m
g
H
E
S匝
ロ
伊
ロ
仏

poω
ロ
HUR－－
E
目
白
H
H

）

の
意
味
で
あ
ヲ
て
パ

apgmzasg
（h
r
・ロ－

u
E
4ぉ
。
）
は
南
方
の
意
味
を
と
ヲ
て
ゐ
る
（
〉
・
。
・
回

ogaロ
丘
町
の

OBMg一E
仲
間
司
叩
同
冊
目
包

o
p
匂・

5
4少照』。

註

8

供
犠
饗
宴
は
家
族
的
食
事
に
ま
で
遡
る
こ
と
は
出
来
な
く
て
、

（
ω自
注
目
回
二
玄
子
也
・
凶
吋
む
同
・
）
。

最
初
か
ら
氏
族
民
の
公
共
的
饗
宴
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

M門叩ロ
OMMVOロ
に
も
、
プ
ラ
ト

y
の
「
シ
z

y
ポ
シ
オ
ン
」
と
同
名
の
香
が
あ
っ
て
、
同
様
に

y
ク
ラ
テ
ス
を
題
材
と
し
て
ゐ
る
が
、
プ
ラ
ト
ン

の
方
が
有
名
で
も
あ
り
、
一
般
に
周
知
き
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。

註
ぬ
こ
の
「
老
年
論
」
と
云
ふ
書
は
、
富

R
g曲
旬
。
同
日

n
E
C
M
W
S
8
5
2
（回・。・

MωATEU）
と
－
X
ふ
賃
貸
剛
健
の
図
粋
的
古
武
士
的
気
風
の
執

政
官
（
円
。
ロ
師
三
）
と
な
り
、
陵
察
官
（
口
叩
ロ
由
O
『
）
と
な
っ
た
人
で
、
キ
ケ
戸
が
、
彼
を
し
て
九
宮
古
O
『

ω
n
e目
。
〉
時
四
白
目
白
血
並
に
の
包
ロ
印

F
8
2
Z曲
の
二
人
を
相
手
に
し
て
、
一
老
年
が
一
般
に
憐
れ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
制
限
謬
を
訂
正
し
、
霊
魂
不
死
の
問
題
を
結
論
と
し
て
語
ら

註
9

し
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
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設
日

hamwHMロ
E
S
－
－
は
、
£
冨

2
5
2但
ロ
が
回
目
g
mロ
仲
良
司

FHW昨
日
ロ
白
ロ
m
Z
H
H
U
W仲間
O
ロ
担
弓

u
Z
Fロ
ョ
に
よ
れ
ば
m
a
h
w
U
G
－－（
g
仲
）
か
ら
由
来
し
て

ゐ
る
や
う
で
お
る
。

註
M
A

「
老
年
論
」
は
、

F
O
O
口
町
民
仏
国
E
H

－a－
に
主
れ
ば
、
丙
和
元
前
四
五
年
の
末
か
、
或
は
四
四
年
の
始
め
に
書
れ
た
の
で
あ
る
（
口
四

g
P
R
Z
Z
一

。仏
R
m
w
p
d吾
伊
国
《
】
仲
g
U
M『

F
gロ
柏
戸
『
仏
国
ロ
H

－4・
u－
Hup
。

4
2口
紅
g
k
F円
B
U
S
F円四司柏戸】
nopm円
に
よ
れ
ば
、
こ
の
番
の
制
作
年
代
は
、
四
純

一
冗
前
四
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
間
四
年
一
月
三
自
の
間
で
あ
る
（
U
四
回
目
ロ
叩

nzz一
同
ロ
可
o
aロロ包
O
ロ
件
。
径
四

S
F］

O
円
。
伊
丹
0
・
F
O
印
ダ
切
－

mAF・
）
。
そ
の
年
代
は
、
問
中
秀
夫
博
士
に
よ
れ
ば
、
西
給
元
前
四
五
年
又
は
四
四
年
で
あ
る
（
ラ
テ
ン
文
挙
史
、
一
一
回
頁
）
。

註

m

U
伺
担
B
R
E
P
H－
P
印・

同－

z
p・
。
・
印
・
口
町
σ
h
F
由
・
口
uw。
戸
封
照
。

ロ
円
・
何
色
ロ
但
H・仏
N
伺戸】骨片山

U
F叩同川町民】。凹
O同
VH岡
山
開
会
WH・の円山町
nHMmp
口同－
A

『閉山田、］［・担
V
F
ω
－
NHω
同・

0
冊
目
HH
－nE
P
〈・］
5
u
開－

zw－
－
戸
］
｛
（
｝
品
＃
照
。

設
M

註
お

註
日
目

吐
間
口
徳
（
恥
可
制
ぷ
）
と
は
、
人
間
の
魂
の
歩
円
、
れ
た
在
り
方
で
あ
り
、
人
聞
の
卓
越
性
は
ロ
ゴ
ス
性
に
あ
る
。
そ
れ
が
人
間
の
徳
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
、
人
間
の
徳
と
云
ふ
も
の
を
、
知
性
的
徳
（

EE唱
E
ふ

令
2
5
と
性
扶
的
徳
（
莞
＝
r
n戸市
2
f
倫
理
的
徳
）
と
に
分
ヲ
。
前
者
は
知
性
的

活
動
で
あ
る
が
、

f
y
E支
え
・

c
領
域
に
腐
し
、
ロ
ゴ
ス
的
で
あ
る
が
、
後
者
は
賞
践
的
領
域
で
非
ロ
ゴ
ス
的
で
は
あ
る
が
無
ロ
ゴ
ス
的
で
は
な
い
。

即
ち
ょ
吉
弘
山
1
・
（
倫
想
的
性
放
）
で
あ
る
。
而
し
て
「
ロ
ゴ
ス
」
の
窓
味
に
於
て
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
循
位
で
あ
り
、
後
者
は
副
次
的
混
合
的
窓

味
を
も
ワ
・
然
る
に
、
性
扶
的
徳
は
貸
践
の
領
域
に
踊
る
所
内
知
性
的
徳
郎
ち
思
慮
（
毛
弘
三

sq）
の
ロ
ゴ
ス
に
ヰ
を
傾
け
る
限
り
、
思
慮
の
存
在
を

激
恕
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
面
又
思
慮
は
性
放
的
偲
な
く
し
て
は
あ
り
得
ず
、
後
者
を
飲
い
だ
思
慮
は
怜
例
或
は
殺
知
で
き
へ
あ
り
得
る
。
一
一
一
一
一
口
に

し
て
云
へ
ば
、
思
慮
と
性
扶
的
徳
と
は
互
ひ
に
祖
島
知
唱
し
相
互
に
補
足
的
関
係
に
あ
る
。
然
る
に
、
親
愛
（
唱
”
と
る
は
性
伏
的
徳
の
一
つ
で
あ
づ
て

愛

守

Y
2
q）
と
直
別
宮
れ
、
愛
は
情
念
（
立
。
。
q）
で
あ
る
の
に
謝
し
て
、
親
愛
は
選
捧
（

az宮
q
ぺ
）
と
云
ふ
意
志
の
商
を
含
む
か
ら
し
て
単
な

る
愛
（
唱
h
F
J
q
n
q）
の
如
在
感
情
で
は
な
〈
て
扶
態
（
開
問
。
q
）
に
郎
す
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
（
同
－

z
p－
②
・
印
・
ロ
日
吋

σ」
。
こ
の
親
愛
は
、
性
妹
的
徳
で

あ
る
の
で
、
前
越
も
し
た
如
〈
1

思
慮
と
関
係
が
あ
る
所
か
ら
し
て
、
パ
1
ネ
ッ
ト
も
「
親
愛
の
成
長
は
思
慮
の
成
長
と
併
行
す
」
（
吋
y
o
o
H
E
g

O
同
k
p

ユ曲
S
2
0
u
σ
司
し
『
・
切
ロ
ロ
5
F
H
Y
留
品
）
と
云
ひ
、
夏
に
「
，
貨
に
親
愛
と
親
愛
と
の
み
が
、
思
慮
と
叡
知
（
2
4
P）
、
即
ち
食
践
生
と
貌
相
補
生

キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
ニ
七
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キ
ケ
官
の
「
友
情
論
」
の
一
考
察

一
二
八

と
の
問
の
懸
隔
を
連
結
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
（
ロ
u
広・句切－
U
A
F
S

と
考
へ
て
ゐ
る
。
他
方

0
・
同
－
h
r
z
伊
ロ
は
ぜ
「
ニ
コ
マ
コ
友
倫
理
問
世
干
の
＠
巻
、
第

九
章
（
就
中
、
ロ

g
m悼
の
初
め
〕
に
則
り
、
主
義
は
親
愛
と
共
に
増
加
す
る
本
性
が
あ
っ
て
、
親
愛
と
豆
義
（
白
2
a
s
q
ι
J
S）
と
は
、
殊
に
密
接
な

関
係
が
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
（
叶
，
F
申
立
岡
山

H
O
由OHM

－q
え
〉
立
件
。
己
m－
H
U白N
U
H
Y
H∞
吋
）
。
悲
し
親
愛
の
徳
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
親
愛
は
如
何

な
る
徳
に
伴
ふ
か
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
は
明
か
に
吉
れ
て
ゐ
な
い
。
倫
ア
リ
ス
ト
テ

V

ス
の
知
性
的
徳
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
哲
拳
年
報
、
第
十

四
棒
、
五
一
九
頁
以
降
）
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
。

設
柏
崎
ロ
加
担
自
由
円
四
民
P
H
u
p
ω
H

品

市

，

照

。

、

設川崎

g
E－
M
M門
H

・∞
H

・

説
却
同
－

zw・・同・
ω
参
照
。

註
Mμ

の胆件。

g
＆
0
同
色
白
一
回
四
回
目

nggu
関
門
宮
町
内
田
・
認
定
HM
ロ
0

8
田
V
M『

F
m
oロ
由
民
凶
出
口
H
Z
M♂
ロ
O
B
P
H
Y
N
由・

設
包
志
向
A
W
M
M－

H
M・

綾
部
の
吋
ロ
ロ
仏
門
戸
白
血
品
開
円
。
師
同
窓
口
伊
件
。
宏
司
明
日

2
医
師

n
Zロ
同
M
E
H
O
回O
Z

山

0
4
0
ロ
ロ
同
・
同
旨
将
司
円
凶

N
四
ロ
巾
♂

ω
・
8
戸

数

m
m
F
g
n目
白
血
〉
n由
民
ロ
曲
は
大
カ
ト
1
の
友
人
で
あ
っ
て
、
法
律
に
綿
議
し
た
人
で
十
二
表
法
の
註
絡
を
し
た
。

設
問
ω

キ
ケ
ロ
に
於
け
る
ア
ポ

9
ア
た
る
個
人
性
と
一
位
曾
性
と
の
問
題
は
、
更
に
「
義
務
論
口
町
O
B
n即
日
田
）
」
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
は

「
友
情
論
」
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
三
巻
よ
り
な
り
、
第
一
巻
に
於
て
、
食
践
的
根
本
的
徳
性
と
し
て
、
民
迎
を
認
識
す
る
智
識
、
祉
曾
正
義
、

そ
の
正
義
を
食
行
せ
し
め
る
勇
気
、
我
ム
ベ
の
言
行
中
－
規
定
す
る
中
腐
の
途
を
踏
ま
し
b
る
節
制
を
参
げ
、
特
に
祉
曾
豆
義
を
そ
の
根
本
的
な
る
も
の

と
し
て
ゐ
る
。
実
に
第
二
巻
、
利
袋
、
第
三
谷
、
徳
と
剰
益
と
の
衝
突
し
た
一
場
合
の
庭
理
と
一
式
ふ
風
に
犠
b
て
笈
践
的
と
な
る
。
而
し
て
「
義
滋
論
」

へ
と
そ
の
研
究
の
歩
を
進
あ
ね
ば
な
ら
な
い
。

遁
記
本
稿
は
、
文
部
省
科
挙
例
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
の
一
端
で
あ
る
。
常
日
頃
、
慈
愛
溢
れ
た
長
津
信
審
先
生
の
懇
篤
な
る
御
盤
・
咳
に
接
し
て
ゐ
る

が
、
該
稿
の
制
作
に
食
つ
て
は
、
先
生
の
キ
ケ
ロ
の
「
友
情
論
」
の
譲
本
は
多
大
の
参
考
と
な
づ
え
。
久
高
田
三
郎
先
生
の
「
邑
コ
マ
コ
ス
倫
理
等

書
」
の
線
灘
も
研
究
の
助
け
と
な
っ
た
。
倫
、
九
大
、
阿
部
重
夫
助
数
授
よ
り
、
「
供
犠
饗
宴
」
に
つ
い
て
は
、
一
二
一
白
御
歌
示
を
仰
い
だ
。
諸
先

生
方
に
哀
心
感
謝
。
窓
を
禁
じ
得
な
い
。
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